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特集
中学３年生の『夢』発見ウィーク

（２ページ）今月の表紙：加茂小学校３年生が地元のブドウ園でおいしいブドウの育て方を学びました！



発見
ウィーク

発見
ウィーク

中学
３年生の

令和４年度

2市報うんなん 2022.10

（順不同、会社種別、敬称略）
（福）あおぞら福祉会 あおぞら保育園 ㈲板持石油 阿用小学校
かもめ保育園 佐世小学校 佐世幼稚園
大東小学校 大東図書館 大東保育園
認定こども園 大東こども園（幼稚園） 西小学校 認定こども園 西こども園
雲南市立病院 展望レストラン ㈱Aコープ西日本 Ａコープだいとう店 大原森林組合
雲南市立病院 ㈲オンダクリーニング ㈱キラキラ雲南 大東公園市民体育館
㈱ジュンテンドー 大東店 大東駅前薬局 大東税務署
通所介護事業所おおぎ ㈱ＴＦＣメディアラボ ㈱トヤ商事
ファミリーマート 雲南大東店 ㈱藤原茶問屋 NPO法人ふれんど ほたるハウス
特定非営利活動法人 ほっと大東 ニチイケアセンターあかがわ ローソン 島根大東店
㈲オートボデー・ケイ さくら薬局 デイケアはまもと
つむぎ・いとやど ㈲大東自動車整備工場 造園ファーム セノオ
日本郵便㈱ 出雲大東郵便局 石原通信システム㈱ ㈱植田建設
幡屋便利軒 ㈱如水舎

大東ゆりさわ 海潮小学校 認定こども園 海潮こども園
㈲建人 海潮温泉 桂荘 （特養）簸の上園

㈱出雲たかはし ㈱キラキラ雲南 雲南市加茂文化ホール ラメール（福）雲南市社会福祉協議会 加茂支所
加茂小学校 加茂図書館 認定こども園 加茂こども園
㈱Ａコープ西日本 Ａコープかも店 ㈱加茂遊学ファーム 身体教育医学研究所うんなん
（福）たんぽぽ たちばら保育園 ㈱常松土建 （福）かも福祉会 デイサービスセンターほほえみ
（福）かも福祉会（特養）笑寿苑 日本コルマー㈱ 出雲工場 ㈱ネスター 島根工場
（福）かも福祉会 加茂デイサービスセンター トライアル 雲南店 （福）愛耕福祉会 みなみかも保育園
㈱山光 （福）たんぽぽ 加茂子育て支援センター ㈱パティフ プラス かもマート
㈱アルプロン 基常造園 ㈱キラキラ雲南 加茂B＆G海洋センター ラソンテ
（福）かも福祉会　養護老人ホーム宇寿荘 ㈲フジハラメンテナンス

【大東中学校区】

【海潮中学校区】

　市では毎年、市内すべての中学校で『夢』発見ウィーク（中学3年生の職場体験学習）を実施しています。
今年度も多くの事業者の方々に協力いただき『夢』発見ウィークを実施できること、深く感謝いたしま
す。今年度も中学校区を基本とし、近隣校区まで体験に出掛けます。このコーナーでは協力、快諾をい
ただいた事業所を掲載するとともに、各中学校での取り組みについて紹介します。
　今年度は10月12日（水）～14日（金）の３日間の日程で行います（三刀屋中学校は校内行事の関係で７
月６日（水）～８日（金）に実施しました）。地域で職場体験学習をする中学生を見掛けられた際は、温か
く見守っていただきますようよろしくお願いします。

【問】キャリア教育政策課【問】キャリア教育政策課
　☎ 0854-40-1074　☎ 0854-40-1074

【加茂中学校区】

令和４年度『夢』発見ウィーク に協力いただいている事業所

昨年度の『夢』発見ウィークの様子（野菜を袋に詰める作業）昨年度の『夢』発見ウィークの様子（野菜を袋に詰める作業）

※撮影のため、マスクを外しています。※撮影のため、マスクを外しています。
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㈱今井書店 木次マルシェリーズ店 ㈱ウシオ グッディー 木次店 雲南消防本部
認定こども園 木次こども園 木次小学校 木次図書館
寺領小学校 寺領幼稚園 認定こども園 斐伊こども園
斐伊小学校 斐伊保育所 西日登小学校
雲南夢ネット ㈱Ａコープ西日本 Ａコープきすき店 ㈲奥出雲葡萄園
木次健康温泉センター おろち湯ったり館 柿木木工所 木次子育て支援センター
道の駅さくらの里きすき ㈱ジェイハウス BRM 事業部 下熊谷ふれあい会
パレット木次店 （特養）さくら苑 西日本旅客鉄道㈱木次鉄道部
日本郵便㈱ 木次郵便局 パナソニックソーラーシステム製造㈱ ㈲簸上堂
NPO法人ふれんど 木次事業所 さくらんぼ ホームプラザナフコ 雲南店 グループホームやわらぎ
デイサービスやわらぎ 四ツ葉学園保育所 （福）雲南ひまわり福祉会
㈱ケイツウ ファミリーマート 雲南木次店 ニチイキッズ雲南きすき保育園
島根県農業協同組合 雲南地区本部 三新塔あきば協議会 島根県東部県民センター雲南事務所
島根県中山間地域・離島振興課 島根県東部農林水産振興センター雲南事務所 フーズマーケットホック雲南店
㈱陶山建設 島根県雲南県土整備事務所 HMG
トヨタカローラ島根㈱雲南店 ガトーリビドー雲南店 ㈲リョウワ
㈱原商 雲南出張所 木次運送㈲ 雲南市役所 建設部
㈲サンコープ雲南 s

ス ワ ン プ

wamp™ 八日市地域づくりの会
雲南市教育委員会

雲南警察署 三刀屋総合センター 鍋山小学校
認定こども園 三刀屋こども園 三刀屋小学校 三刀屋保育所
㈲紅梅しょうゆ ホテル上代 就労支援事業所 しゃぼん玉工房
雲南市社会福祉協議会 デイサービスセンター みとや デイサービスセンター 陽だまりの家 （医）陶朋会 介護老人保健施設 平成苑

（特養）梅里苑 （特養）みとやの郷 中野の里づくり委員会
難波石油㈱三刀屋店 日本料理 花ぶさ ㈱いない 三刀屋店
㈲堀江クレーン ㈱みしまや みしまや雲南三刀屋店 三刀屋地区まちづくり協議会
㈱キラキラ雲南 雲南市三刀屋文化体育館 アスパル 日本郵便㈱ 三刀屋郵便局 一宮自主連合会
躍動と安らぎの里づくり鍋山 ㈲木村有機農園 レストラン旬香 ㈲ミーツ ティー・コパン・アン
h
ヘ ア

air r
ル ー ム

oom h
ユイット

uit ㈱セリア みしまや雲南三刀屋店 梅木建設㈱
ローソン 三刀屋木次インター店 永井隆記念館 光栄刺繍
トーアドットコム㈱雲南支店 雲見の里いいし さくら通り動物病院
訪問看護ステーション コミケア （一社）雲南市観光協会

認定こども園 田井保育所 認定こども園 吉田保育所 ㈱Ａコープ西日本 Ａコープよしだ店
とちのみ 田井地区振興協議会 農事組合法人すがや
吉田グリーンシャワーの森 吉田地区振興協議会 ㈱吉田ふるさと村

（福)よしだ福祉会 ㈲木村有機農園 出雲そばレストランむらげ・産直市よってごしな菜 国民宿舎 清嵐荘

雲南警察署 掛合広域交番 （福）雲南市社会福祉協議会 （特養）えがおの里 掛合小学校
認定こども園 掛合保育所 ㈲香川建設 掛合マツダ㈲
協栄金属工業㈱ 好老センター 通所介護事業所 島根イーグル㈱
㈲だんだんファーム掛合 ㈱中澤建設 ローソン雲南掛合店
NPO法人ふれんど せせらぎの家 雲南市立病院附属掛合診療所 （福)仁寿会
飯石森林組合

【木次中学校区】

【三刀屋中学校区】

【吉田中学校区】

【掛合中学校区】

上記の会社種別や事業名称は略号により記載しています。　　
株式会社→ ㈱ ／有限会社→ ㈲ ／医療法人→（医）／一般社団法人→（一社）／社会福祉法人→（福）／特別養護老人ホーム→（特養）

※ 上記事業所一覧は、生徒の受け入れを承諾いただいた事業所です（生徒が活動しない事業所も含まれています）。
※ 『夢』発見ウィークは、来年度以降も継続します。新規事業所も募集していきますので、ご協力をお願いします。



　『夢』発見ウィークは職場での体験活動を通し、「働くことはどういうことか」に
ついて考える学習です。職場体験学習以外にも各中学校では、接遇研修や模擬面接、
探究的学習などさまざまな学習を通し、コミュニケーション能力や自己理解、課題
解決能力等の育成をめざしています。ここでは、各校の取り組みを紹介します。

クラさん
（雲南市のキャリア教育の

マスコットキャラクター）

発見
ウィーク

発見
ウィーク 各校の取り組み
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自
分
と
人
と
地
域
を
愛
し
、

し
な
や
か
に
挑
戦
す
る
「
職
場
体
験
学
習
」

　
タ
イ
ト
ル
の
学
校
教
育
目
標
の
実
現
の
た

め
の
絶
好
の
機
会
と
な
る「
職
場
体
験
学
習
」

の
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
６
月
10
日
㈮
に
は
、
地
域
の
方
に
面
接
官

を
お
願
い
し
、「
面
接
指
導
」を
行
い
ま
し
た
。

態
度
、
話
し
方
、
応
答
の
内
容
な
ど
大
変
立

派
だ
っ
た
と
褒
め
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち

の
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
さ
ら
に
高
ま

り
ま
し
た
。
本
番
で
も
、
職
場
の
方
々
に
認

め
て
も
ら
え
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。

　
職
場
体
験
の
目
標
と
は
別
に
、
自
分
を
見

つ
め
、
地
域
を
理
解
し
、
自
分
の
生
き
方
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
探

究
テ
ー
マ
」
を
定
め
、
調
査
、
考
察
、
ま
と

め
、
発
信
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
受

け
入
れ
て
い
た
だ
く
50
事
業
所
の
方
々
の
思

い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
充
実
し
た
職
場
体

験
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
お
世
話
に
な
る
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

大
東
中
学
校
　
３
年
部

生徒同士の面接練習の様子

大東
中学校

郷
土
に
学
ぶ
生
き
方

　
今
年
度
の
職
場
体
験
学
習
は
、
加
茂
町
内

の
事
業
所
を
中
心
に
27
事
業
所
の
協
力
に
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。
本
校
で
は
、『
夢
』
発

見
ウ
ィ
ー
ク
で
の
体
験
活
動
を
通
し
て
、
郷

土
を
愛
し
、
郷
土
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
思

い
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
の
一
つ
と
し
、
職

場
体
験
学
習
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
地
域
の
方
を
面
接
官
に
迎
え
、
模
擬

面
接
を
行
い
ま
し
た
。
面
接
に
向
け
て
質
問

に
対
す
る
回
答
を
思
索
し
、
面
接
で
実
際
に

述
べ
る
こ
と
で
「
働
く
」
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
講
評

で
は
、
多
く
の
方
か
ら
激
励
を
い
た
だ
き
、

改
め
て
郷
土
の
温
か
さ
を
知
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
生
徒
に
は
、『
夢
』
発
見
ウ
ィ
ー
ク
で
の

貴
重
な
経
験
を
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
生
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

加
茂
中
学
校
　
３
年
部

自分の思いを伝える模擬面接

加茂
中学校

タブレットで自分の適性を調べる生徒たち

人
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
た

　
　自
己
成
長
で
き
る
体
験
学
習
に
…

　
今
年
度
本
校
は
、
校
区
お
よ
び
校
区
近
隣

の
６
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
６
人
が
職
場

体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

　
生
徒
は
１
学
期
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活

用
し
、
興
味
の
あ
る
仕
事
・
職
業
や
適
性
に

つ
い
て
調
べ
、
自
己
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
事
業
所
決
定
後
は
、
事
業
所
の
方
な

ど
を
面
接
官
に
、模
擬
面
接
を
受
け
ま
し
た
。

事
業
所
説
明
会
当
日
に
直
接
採
用
通
知
を
受

け
取
り
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
事
前
訪
問
も

行
い
ま
し
た
。
２
学
期
に
は
接
遇
研
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
体
験
を
通
じ
て
自

己
成
長
を
図
り
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く

も
っ
て
お
り
、
地
域
の
方
に
感
謝
し
て
職
場

体
験
に
取
り
組
み
、「
自
分
か
ら
進
ん
で
行

動
す
る
」、「
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
」、「
笑
顔
で
元
気
よ
く
活
動
す
る
」

な
ど
の
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
学
校
と
し
て
も
、こ
の
機
会
を
大
切
に
し
、

充
実
し
た
体
験
学
習
と
な
る
よ
う
に
指
導
・

支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

海
潮
中
学
校
　
３
年
部

海潮
中学校

地
域
で
働
く
方
々
か
ら
学
ぶ

～
自
分
の
将
来
の
生
き
方
や
働
き
方
に
つ
い
て
～
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郷
土
を
興
す
方
々
に
学
ぶ

　
掛
合
中
学
校
で
は
、
掛
合
町
内
の
16
事
業

所
の
協
力
に
よ
り
、
今
年
度
も
職
場
体
験
学

習
が
実
施
で
き
る
こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
１
学
期
は
地
域
の
方
々
に
面
接
官
を
お
願

い
し
、
模
擬
面
接
を
実
施
し
ま
し
た
。
活
動

を
通
し
て
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
な
お
す
と

と
も
に
「
働
く
」
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
良
い

印
象
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
そ
れ
を
上
手
く

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
自
分
で
工
夫
す
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　
２
学
期
の
職
場
体
験
学
習
で
は
体
験
は
も

ち
ろ
ん
、
事
業
主
の
方
に
経
営
し
て
い
く
う

え
で
の
課
題
や
今
後
の
展
望
な
ど
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
今
後
予
定
し
て
い
る
郷
土
の

た
め
に
長
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
経
営

を
考
え
る
学
習
に
つ
な
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。 

掛
合
中
学
校
　
３
年
部

地域の方々に協力していただいた模擬面接

掛合
中学校

地
域
の
方
々
の
多
様
な

「
働
く
」
姿
を
通
し
て

　
本
校
で
は
、「
地
域
に
貢
献

す
る
喜
び
」、「
働
く
こ
と
に
つ職場体験学習で測量を行う様子

三刀屋
中学校

い
て
の
理
解
」
を
深
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

校
区
内
外
の
40
事
業
所
の
協
力
を
得
て
、
７

月
上
旬
に
職
場
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
複
数
の
方
々
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
内
容
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
く
な
ど
、生
徒
た
ち
が
「
働
く
」

こ
と
を
多
面
的
・
多
角
的
に
と
ら
え
ら
れ
る

よ
う
、
各
事
業
所
へ
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

職
場
体
験
後
生
徒
た
ち
は
、「
働
く
」
こ
と

に
つ
い
て
得
た
新
た
な
認
識
を
も
と
に
、「
将

来
、
働
く
上
で
何
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

か
」、「
そ
の
た
め
に
ど
ん
な
力
を
付
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
か
」
と
い
う
考
え
を
発
表
し

合
い
、
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
よ
い
機
会

と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

三
刀
屋
中
学
校
　
３
年
部

地域の方から面接についての
話を聞く生徒

「
未
来
を
創
ろ
う
」

　～
木
次
中
学
校
の
取
り
組
み
～

　
木
次
中
学
校
で
は
55
事
業
所
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
職
場
体
験
学
習
の
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
一
学
期
に
※
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
テ
ス
ト
を
行

い
、
職
業
へ
の
適
性
を
知
る
と
と
も
に
、
自

己
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
の

方
々
を
面
接
官
に
迎
え
、
集
団
面
接
練
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
自
分
自
身
を
振
り
返
り
、

想
定
外
の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。
生
徒
た
ち
は
二
学
期
の
職
場

体
験
学
習
に
向
け
て
、
少
し
ず
つ
緊
張
感
を

高
め
な
が
ら
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
生
徒
が
個
々
に
事
業
所
へ
の
事

前
訪
問
を
実
施
し
、
二
学
期
に
は
接
遇
・
マ

ナ
ー
研
修
を
経
て
３
日
間
の
職
場
体
験
学
習

を
実
施
し
、ま
と
め
へ
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　
地
域
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
は
、
生
徒
た

木次
中学校

ち
を
快
く

受
け
入
れ

て
い
た
だ

き
、
心
か

ら
感
謝
い

た
し
ま
す
。

生
徒
た
ち

が
自
分
の

「
未
来
」

を
描
け
る

よ
う
に
支

援
し
て
い

き
ま
す
。

 

木
次
中
学
校
　
３
年
部

※
自
己
の
進
路
を
探
求
し
、
将
来
の
職

業
や
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
を
援
助

す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
検
査
。

相手の気持ちに寄り添った接遇を学習する生徒

地
域
で
働
く
方
々
か
ら
学
ぶ

～
自
分
の
将
来
の
生
き
方
や
働
き
方
に
つ
い
て
～

吉田
中学校

　
吉
田
中
学

校
で
は
、
吉

田
町
内
の
事

業
所
の
協
力

を
得
て
、
３

年
生
11
人
が

一
人
一
事
業

所
で
の
職
場

体
験
を
行
い

ま
す
。
学
校

と
は
違
い
、

相
談
す
る
友

達
も
い
な
い
状
況
の
中
で
、
自
分
で
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
が
成
長
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
以
下
は
月
ご
と
の
取
り
組
み
で

す
。

４
月
：
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
い
自
分
の
職
業
適

性
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

５
月
：
講
師
の
方
を
招
い
て
接
遇
研
修
を
行

い
、
面
接
や
職
場
で
の
応
対
の
仕
方

や
電
話
の
掛
け
方
を
学
び
ま
し
た
。
　
　

６
月
：
３
人
の
面
接
官
の
方
に
採
用
面
接
を

し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場

が
決
定
し
ま
し
た
。

７
月
：
各
自
が
電
話
連
絡
を
し
、
事
前
訪
問

の
日
時
を
相
談
し
ま
し
た
。

夏
休
み
：
各
職
場
に
事
前
訪
問
に
出
掛
け
、
職

場
体
験
に
向
け
て
の
事
前
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
打
ち
合
わ
せ
た
こ
と
を
も
と
に
、

体
験
に
向
け
て
準
備
し
、
10
月
の
職
場
体
験

に
臨
み
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
、
今
後

の
自
分
の
生
き
方
に
つ
な
げ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

 

吉
田
中
学
校
　
３
年
部



雲南コミュニティハイ
スクー

ル

UCH!

高校生
ニュース
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８/ ㊋23

▲文字盤に部品を取り付ける児童と海さん

オリジナル時計を作ったよ！
　市の文化・体育施設を開放し、子どもたちが「楽しく・面白く」、
「安心・安全に」、「いつでも・どこでも」参加できるプログラム「う
んなん元気っ子わくわく教室」。その夏休みプログラムの「時計
職人になろう！」が加茂文化ホールラメールで開催され、午前午
後合わせて約20組の児童が参加しました。
　市内在住のアーティスト・千

せん

間
ま

ルナさんと舩
ふな

木
き

 海
かい

さんの企画で、
参加者は時計の文字盤にいろいろな色や形のビーズやボタン、貝
殻などを飾り付け、夢中になってオリジナル時計をつくりました。
　参加した児童に感想を聞くと、「時計づくりは初めてで大変そう
だったけど、つくってみたら楽しかった！」と話してくれました。

９/ ㊌７

▲星野さんの説明を聞く児童たち

加茂小３年生が地域のお宝
「ブドウ」について学びました！

　加茂小学校 3年生は、総合学習の時間で加茂町の「地域のお宝」

このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿を伝えて
いきます。今回は、大東高校オープンスクールでの高校生の姿などをお知らせします。

vol.５

　大東高校のオープンスクールが 7月28日に開催され、市内外から中学生（約110人）
や保護者が参加しました。校長より学校概要について説明した後、学校紹介や部活動体
験など、生徒会をはじめとする在校生が主体的に参加者に学校の魅力を伝えました。

【問】キャリア教育政策課　☎ 0854-40-1074

 参加した中学生の声 
● 大東高校をより深く知
ることができ、高校生
活への不安が解消した。

●自己体験や笑いを交え
て分かりやすく説明さ
れ、質疑応答もうまく、
高校生はすごいなと思った。

 高校生活について発表をした高校生 
　中学生から「もっと先輩の話を
聞きたかった」という声をもらい、
中学生と大東高校の架け橋になれ
たかなと思う。雲南には何もない
と思っている人も多いけど、雲南
でしかできない青春がある。中学
生には、自分らしい足跡を残して、
地元で活躍して欲しい！

の調査に取り組んでおり、加茂町の特産品である「ブドウ」につ
いて学ぶため加茂町三代のG

ギ ア

EAR F
フ ァ ー ム

ARM（代表　星
ほし

野
の

和
かず

志
し

さん）
のブドウ園で校外学習を行いました。
　ブドウ園のハウスで、星野さんから現在育てているブドウの品種や
ブドウの育て方について説明してもらいました。
　星野さんのお話を聞いた後、ハウス内の７ヵ所に設置された「お
いしいブドウの育て方」のスタンプワードを集めるスタンプラリー
を行ったほか、学習のためにタブレットでブドウを撮影しました。
　３年生からは、「ハウスの中の景色がすごかった」、「ブドウを
育てるのは大変だと思った」と話してくれました。

▲岡
おか

田
だ

夏
なつ

海
み

さん
　（大東高校３年生）

▲部活動（吹奏楽）見学
の様子

6市報うんなん 2022.10

　ふるさと学習「城を知ろう！」が三刀屋地区まち
づくり協議会の主催により開催され、地域の児童や
その保護者、地域の方々15人が参加しました。
　三刀屋町にあった三刀屋尾崎城（三刀屋城）は、
戦国時代に出雲国を支配した戦国大名尼子氏の本城
月山富田城の防衛線である主要な10の城“尼子十旗”
の第三の城として数えられていました。
　三刀屋地区まちづくり協議会では、町内の桜、お
城、永井隆記念館という観光資源を柱に関係人口の
増加に向けた取り組みを進めており、身近にある“お
城”について地元の方々にもっと知ってもらいたい
という思いで開催されました。
　県内の山城、海城を登山する有志の“登城”グルー
プ「お城の達人」の前

まえ

原
ばら

和
かず

代
よ

代表、杉
すぎ

原
はら

真
しん

弥
や

さん、
宇
う

塚
づか

 勇
いさむ

さんが講師となり、パネルでの説明をはじ
め、クイズ、お城の達人考案の“お城ストレッチ”

尼
あ ま ご じ っ き

子十旗第三の城
三刀屋にありけり！

８/ ㊎19

▲お城の魅力を説明する前原さん（左）と杉原さん（右）

や手作りのパラパラ紙芝居を交えて三刀屋尾崎城な
どの魅力について話され、参加者は身近なお城“三
刀屋尾崎城”について学びを深めました。
　参加した児童は「お城の話は難しかったけれど、
紙芝居での説明は面白かった」と話してくれました。

8/ ㊏20
尾原ダム
完成10周

年

　尾原ダム・さくらおろち湖探検ツアーがＮＰＯ法
人さくらおろち（理事長　亀

かめ

山
やま

一
かず

敏
とし

さん）の主催に
より開催され、雲南市および奥出雲町の小学生９人
とその家族が参加しました。
　午前は、尾原ダム周辺地域の竹を使用した竹筒
ご飯づくりに親子で挑戦しました。ご飯を炊いてい
る間に尾原ダムに移動し、ダムの説明を受け、施設
の見学を行いました。昼食は、温泉地区地域自主組
織ダム湖の郷で用意された地元野菜と奥出雲和牛を
使ったカレーとヤマメの塩焼きとともに、竹の香り
のする竹筒ご飯を味わいました。
　午後からは、雨天に伴い川での現地調査は中止し
ましたが、尾原地域づくり支援センターで斐伊川と
宍道湖の生き物や水質について学びました。

尾原ダム・さくらおろち湖
探検ツアー

　参加者からは「竹筒ごはん作りも川の調査も普段
できないことができて面白かった」、「次は川に入って
生き物調査をしたい」などといった感想がありました。

▲生息している生物の種類から水質調査をする親子
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野
の の む ら

々村 依
え ま

真ちゃん（大東町）
武
たけし

志さん・佳
か お り

緒里さんのお子さん
笑顔が似合うステキな依真ちゃん❤
お兄ちゃんと一緒に元気いっぱい大き
くなってね✨

細
ほそかわ

川　楓
かえで

ちゃん（大東町）
裕
ひろゆき

幸さん・志
しおり

織さんのお子さん
いつもみんなを笑顔にしてくれる楓く
ん��　元気で大きく育ってね❗
お誕生日おめでとう❗

　柳
やなぎはら

原 歌
う た の

乃ちゃん（木次町）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
３人のお兄ちゃんと一緒に、毎日たく
ましく育ってます (^^)

須
す た に

谷 真
ま い

衣ちゃん（木次町）
大
だいすけ

輔さん・嘉
か な こ

奈子さんのお子さん
お誕生日おめでとう��
たくさん食べてたくさん遊んで、元気
に大きくなってね��

岩
い わ た

田　樹
いつき

ちゃん（木次町）
新
しんぺい

平さん・冴
さえか

香さんのお子さん
１歳おめでとう��　にこにこ笑顔に
癒されてるよ��　お姉ちゃんとたく
さん遊んで元気に大きくなってね❤

勝
か つ べ

部 颯
そ う し

心ちゃん（吉田町）
真
しんご

吾さん・唯
ゆい

さんのお子さん
お誕生日おめでとう��
颯ちゃんの日々成長する姿が家族みんな
の楽しみだよ

��

渡
わたなべ

部 晶
あ き と

翔ちゃん（加茂町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
誕生日おめでとう��
お兄ちゃん大好きあきちゃん☺
沢山一緒に遊んで大きくなってね⭐

11月で満１歳（令和３年11月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
　⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで10月６日（木）までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家のHOPE」係

E-Mail を送られる場合のあて先
　kouhoukouchou ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

わが家の
EHOPEHOP

10月で満１歳おめでとう10月で満１歳おめでとう

子育て情報をひとまとめにした
サイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp 
または、下記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。
雲南市

新型コロナウイルス感染症（C
コビッドナインティーン

OVID-19）
に関するお知らせ

新型コロナウイルス感染症（C
コビッドナインティーン

OVID-19）
に関するお知らせ vol.22
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※掲載している情報は９月14日現在の情報です。最新の情報は市ホームページや問い合わせ先で確認してください。

ひとり親世帯の皆さんへ� 問子ども家庭支援課　☎0854-40-1067

雲南市子育て世帯応援給付金（ひとり親世帯分）

ひとり親世帯以外の皆さんへ� 問市民生活課　☎0854-40-1031

雲南市子育て世帯応援給付金（ひとり親世帯以外分）

給付金

給付金

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、「子育て世帯生活支援特別給
付金（ひとり親世帯分）」（以下、「国の給付金（ひとり親世帯分）」）を支給していますが、それに加えてより手厚
い支援を行うために市独自に児童１人当たり５万円を上乗せ支給します。

 支給対象者 
　次の①または②に該当する方で本給付金の支給日が属する月の初日に雲南市に住所を有し、かつ児童扶養手当
の受給資格を有する方
①国の給付金（ひとり親世帯分）を雲南市から支給決定を受けた方
②国の給付金（ひとり親世帯分）を雲南市以外から支給決定を受けた方

 給   付   額 
　児童一人当たり一律５万円（対象となる児童の範囲は、18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間にあ
る児童。障がいのある児童については20歳未満）

 給 付 方 法 
①の方：申請不要
　　　　　９月28日㈬に国の給付金（ひとり親世帯分）の振込口座へ振り込みました。
②の方：申請が必要です。

　申請書は、子ども家庭支援課または総合センター市民福祉課の窓口に設置している他、市ホームペー
ジに掲載しています。提出先は子ども家庭支援課で、申請書審査の後、指定された口座へ振り込みます。
※【申請期限】令和５年２月28日

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対し、「子育て世帯生活支援特別給
付金（ひとり親世帯以外分）」（以下、「国の給付金（ひとり親世帯以外分）」）を支給していますが、それに加えて
より手厚い支援を行うために市独自に児童１人当たり５万円を上乗せ支給します。

 支給対象者 
　次の③または④に該当する方で本給付金の支給日が属する月の初日に雲南市に住所を有する方
③国の給付金（ひとり親世帯以外分）を雲南市から支給決定を受けた方
④国の給付金（ひとり親世帯以外分）を雲南市以外から支給決定を受けた方

 給  付  額 
　児童一人当たり一律５万円（対象となる児童の範囲は、18歳に達する日以降の最初の３月31日までの間にあ
る児童。障がいのある児童については20歳未満）

 給 付 方 法 
③の方：申請不要

　９月 28日㈬に国の給付金（ひとり親世帯以外分）の振込口座へ振り込みました。
④の方：申請が必要です。

　申請書は、市民生活課または総合センター市民福祉課の窓口に設置している他、市ホームページに掲
載しています。提出先は市民生活課で、申請書審査の後、指定された口座へ振り込みます。
※【申請期限】令和５年２月28日
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雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
最
近
の
国
立
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
の
統
計
で
は
、
私
た
ち
日
本

人
の
２
人
に
１
人
が
一
生
の
う
ち

一
度
は
な
ん
ら
か
の
が
ん
に
か
か

り
、
さ
ら
に
３
人
に
１
人
に
あ
た

る
約
38
万
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。
男
性
・
女
性
と
も
に

何
の
が
ん
で
亡
く
な
っ
た
か
を
調

べ
る
と
胃
が
ん
と
大
腸
が
ん
の
占

め
る
割
合
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
が
ん
検
診

と
し
て
、
胃
が
ん
に
つ
い
て
は
バ

リ
ウ
ム
Ｘ
線
や
内
視
鏡
検
査
（
50

歳
以
上
）、
大
腸
が
ん
に
は
便
潜

血
検
査
（
40
歳
以
上
）
を
受
け
る

こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
検
診
で
要
精
査
と
な
っ
た
場

合
、
あ
る
い
は
お
腹
の
気
に
な
る

症
状
が
あ
る
場
合
に
は
内
視
鏡

（
カ
メ
ラ
）
検
査
を
行
っ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
カ
メ
ラ
検
査
は
「
苦

し
い・つ
ら
い
」と
い
っ
た
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
当
院
で
は
積
極
的
に

経
鼻
内
視
鏡
検
査
を
行
っ
て
お

り
、
直
径
５
～
６
㎜
の
細
い
内
視

鏡
を
鼻
か
ら
挿
入
す
る
こ
と
で
、

カ
メ
ラ
が
舌ぜ

っ
根こ

ん
部ぶ

に
触
れ
に
く
く

し
、口
か
ら
の
場
合
に
比
べ
て「
オ

エ
ッ
」
と
い
っ
た
反
射
が
比
較
的

少
な
く
す
む
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
つ

い
て
も
、
従
来
の
も
の
に
比
べ
て

直
径
が
細
く
、
さ
ら
に
カ
メ
ラ
自

体
が
軟
ら
か
い
内
視
鏡
を
常
備
し

て
い
ま
す
。
以
前
の
細
い
カ
メ
ラ

は
操
作
性
や
画
像
が
暗
い
と
い
っ

た
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
近

年
の
カ
メ
ラ
は
改
良
が
進
み
、
治

療
面
で
は
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
が
、
通
常
径
の
経
口

内
視
鏡
の
性
能
と
ほ
ぼ
同
等
の
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
内
視
鏡
医
は
胃

や
大
腸
の
内
面
を
し
っ
か
り
と
観

察
す
る
た
め
に
、
カ
メ
ラ
を
通
し

て
胃
や
大
腸
の
中
に
十
分
な
「
空

気
」
を
送
っ
て
、
し
っ
か
り
と
中

を
広
げ
て
観
察
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
空
気
の
入
れ
過
ぎ
に
は
気

を
付
け
て
、
な
る
べ
く
苦
痛
を
少

な
く
す
る
た
め
に
空
気
を
入
れ
て

観
察
を
し
て
は
、
少
し
空
気
を
抜

い
て
か
ら
、
ま
た
空
気
を
入
れ
て

観
察
を
繰
り
返
す
な
ど
の
工
夫

も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

し
っ
か
り
と
観
察
し
よ
う
と
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
、
空
気
が
お
腹
に
溜

ま
り
が
ち
と
な
り
、
結
果
的
に
お

腹
が
張
り
気
味
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ

の
た
め
本
年
４
月
か
ら
「
二
酸
化

炭
素
送
気
装
置
」
を
新
た
に
導
入

し
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
大
腸
の

カ
メ
ラ
時
に
は
二
酸
化
炭
素
送
気

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
検

診
や
人
間
ド
ッ
ク
で
の
胃
カ
メ
ラ

検
査
時
に
も
使
用
を
始
め
ま
し

た
。「
二
酸
化
炭
素
」
は
「
空
気
」

の
お
よ
そ
２
０
０
倍
の
速
度
で
吸

収
さ
れ
る
た
め
、
私
た
ち
が
カ
メ

ラ
検
査
を
行
う
際
に
十
分
に
送
気

を
し
て
も
、
す
ぐ
に
吸
収
さ
れ
、

お
腹
が
パ
ン
パ
ン
に
張
ら
な
く
て

す
み
ま
す
。「
二
酸
化
炭
素
送
気
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
検
診
の
受

検
者
さ
ん
や
病
気
に
苦
し
む
患
者

さ
ん
の
胃
や
大
腸
を
し
っ
か
り
と

膨
ら
ま
せ
た
状
態
で
病
気
の
発
見

や
治
療
を
行
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
カ
メ
ラ
検
査
中
か
ら
検
査
後

に
か
け
て
も
、
苦
痛
の
少
な
い
優

し
い
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
重
い
持
病
を
お
持
ち

の
場
合
や
検
査
後
ど
う
し
て
も
車

の
運
転
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

い
っ
た
場
合
な
ど
、
一
部
の
方
の

要
望
に
添
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
内
視
鏡
検
査
に
ど
う
し
て

も
不
安
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
鎮

痛
剤
や
鎮
静
剤
を
用
い
た
検
査
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
紹
介
し
た
内
容
が
皆
さ

ん
の
カ
メ
ラ
検
査
を
受
け
ら
れ
る

際
の
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

優
し
い
内
視
鏡

優
し
い
内
視
鏡（
カ
メ
ラ
）

（
カ
メ
ラ
）検
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

検
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

内
科
診
療
科
部
長
　三み

　代し
ろ

　
　剛つ

よ
し

▼

主
要
死
因
別
死
亡
率
年
次
推
移

（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

経鼻内視鏡カメラ

二酸化炭素送気装置

悪性新生物
（がん）
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「災害リハビリテーション」とは？「災害リハビリテーション」とは？
　リハビリテーションと聞くと、骨折や手術後の運動療法を思い出す方が多いかもしれません。そして災害時に
「運動？」と思うかもしれません。リハビリテーションは運動だけではなく、もっと広い意味を持っています。
　災害リハビリテーションとは、災害時の生活不活発病と災害関連死を防ぐためのリハビリテーション専門職の
活動で、災害時には、他の災害支援団体と協力して活動します。
　災害が起こると住居などの生活基盤も損害を受け、メガネ、義歯、補聴器、車椅子、杖、装具など生活に必要
な物も失われることがあります。健康な方も要配慮の方も避難生活を送ることになり、避難所などで生活が不活
発になり、心も身体も機能が低下します。災害前は元気だった方が寝たきりになることもあり、災害関連死に至
ることもあります。

時期によって変わる活動内容時期によって変わる活動内容
　災害時のリハビリテーションは平常時のもの
と少し異なり、右の図のようにその時の状況に
よって活動内容が変わっていきます。
　災害発生直後は人も資源も限られた中で多く
の方を助ける必要があるため、リハトリアージ
と言って体の状態に合わせて優先順位をつけ、
緊急性のある方から順に対応します。
　状況が落ち着いてくると生活不活発病の予防
や健康支援など、平常時に近い運動指導などの
活動を行っていきます。

　各地で起こっている地震や豪雨災害などを報道で見られた方も多いのではないでしょう
か。以前よりも防災への意識も高まっていることと思います。
　今回は「災害リハビリテーション」についてお話します。

災害時のリハビリテーション支援の情報災害時のリハビリテーション支援の情報　～やってみよう！災害リハ！～　～やってみよう！災害リハ！～
　一般社団法人　島根県理学療法士会では公式ホームページの中に「災害関連情報」として、
　被災された際に役に立つ情報がたくさん掲載されています。

　◇リーフレット「こんなお困りごとはリハビリ専門職にご相談ください！」
　　　　　　 　　「みんなで予防！生活不活発病に気を付けよう！」
　　　　　　　 　「エコノミークラス症候群予防のために」など

　◇動画コンテンツ「生活不活発病と災害関連死」　

◎リハビリテーション専門職は災害時にも皆さんを支援しています。

災害時のリハビリテーション支援災害時のリハビリテーション支援

災害フェーズに合わせたリハ支援

応急
修復期
（4日～）

復旧期
（2ヵ月～）

復興期
（6ヵ月～）

リハトリアージ
（優先順の対応） 生活不活発病予防 健康支援

• 避難所の住環境評価と整備
• 動きやすい居住環境の

アドバイスや応急的環境整備
• 避難所支援物資の適切な選定と設置

避難所や施設での
リハビリテーション支援活動

地域に根づいた
リハビリテーションへの

移行支援

日本災害リハビリテーション支援協会パンフレットより 一部改変
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　肺炎は日本の死亡原因第５位１）の病気です。肺炎
の原因菌として最も多いと言われるのが肺炎球菌2）で
す。多くの健常な方の鼻やのどに常在する菌ですが、
風邪などがきっかけで気道粘膜が荒れたり、体力や免
疫力が低下したりすると肺に侵入しやすくなり肺炎を
発症してしまいます。肺炎球菌は肺炎以外にも髄

ずい
膜
まく
炎
えん

や菌
きんけつしょう
血症などの死につながる危険な病気を引き起こす

こともあります。
　肺炎で亡くなる方の９割以上が65歳以上１）であり、
年齢が上がるごとに死亡のリスクが高まります。その
ため65歳以上の方や、65歳未満でも心臓や腎臓、呼
吸器、肝臓の状態が悪い方、免疫力が低下している方
は肺炎予防や重症化予防のために肺炎球菌ワクチンを
接種しておくことが重要です。

　現在使用されている肺炎球菌ワクチ
ンには、「ニューモバックスNP」と「プ
レベナー13」の２種類があります。
　平成26年10月から65歳以上の方を対象とした肺炎
球菌ワクチンの定期接種が開始されました。対象とな
るワクチンは「ニューモバックスNP」で、90種類以
上の型がある肺炎球菌のうち、感染を起こす頻度の多
い23種類の型の肺炎球菌に対応するように作られて
います。「プレベナー13」は、主に乳幼児の定期接種
として対象となるワクチンで、成人にも接種可能です
が、今のところ65歳以上の定期接種としての対象に
はなっていません。

　市から肺炎球菌ワクチンの通知が届いた方は、かかりつけの医療機関に相談してく
ださい。雲南市立病院でもワクチン接種を行っています。保健推進課まで問い合わせ
ください。（☎0854－47－7510）

過去に一度でも「ニューモバックスNP」を接種したことがある

①令和５年３月末までに65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる
②�60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスにより
免疫機能に１級相当の障がいがある

令和４年度の対象者です

対象者では
ありませんはい

は
い

い
い
え い

い
え

（出典元）
1）厚生労働省．人口動態統計（確定数）2020年
2）日本呼吸器学会. 成人肺炎診療ガイドライン2017 

あなたの健康をサポート♪あなたの健康をサポート♪
病院保健師からのちょっと役立つ話病院保健師からのちょっと役立つ話

Vol.15Vol.15「成人用肺炎球菌ワクチン接種のすすめ」「成人用肺炎球菌ワクチン接種のすすめ」

肺炎予防のためにできることのひとつに、

予防接種があります

65歳以上の定期接種の対象者は、以下のとおりです。対象となった方は接種されることをお勧めします。
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先日いただいた質問はこれです。

「最近、背中が曲がってきたんですが、
� どうしたらいいですか?」
　これは定期外来で患者さんに相談されました。最近、
背中が曲がって心配されている方はいますか。

　人間の身体を支えている骨は椎
ついこつ
骨といい、よく背骨

と言われているものです。人によって誤差はあります
が、27個の骨で構成されています。体が真っ直ぐに
なるよう構成され、体を動かしやすくするために少し
前後に曲がっています。

　人間が真っ直ぐ立つことができるのは、その周囲に
ある筋肉のおかげです。椎骨にはたくさんの筋肉が付
いており、50以上の筋肉によって支えられています。
毎日、その筋肉を使うことによって、筋力が維持され、
真っ直ぐ立つことができています。

　特に家にいる時間が長くなるとどうしても、筋肉を
使う時間がなくなります。椅子に座っていると、椎骨
の周囲の筋肉を使うことが少なくなります。そうする
と、椎骨周囲の筋肉が弱くなり、徐々に背中が曲がっ
てきます。最近、「背中が曲がった」という方が増え
ているのは、家にいる時間が長くなり、歩くことが少
なくなったことが影響しているかもしれません。

　背中が曲がることの予防方法は、「意識的に動かす
こと」です。椅子に座っている時間を短くする、歩く
時間を少し増やすなどで、背中が曲がることを予防す
ることができます。さらに1日３回定期的に胸を張る
運動や腕を上げ下げする運動をゆっくり行うことに
よって、椎骨を支える筋肉を鍛え、背中が曲がること
を予防できます。ぜひ、「背中が曲がったな」と思った
方は少しずつ意識的に身体を動かしてみてください。

　もし、背中が曲がって痛みが出ている方や運動して
も身体全体が硬くなってきて動かしにくいという方
は、背骨や筋肉の病気の可能性があるので、かかりつ
け医や病院を受診してください。

　雲南市立病院では、診療時間外（夜間、休日または深夜）に受診された、患者さん（救急車などで緊急搬送さ
れた方を除く）に対し、緊急度や重症度に応じて優先的に医療を提供することを目的として「院内トリアージ」
を実施しています。このことにより、患者さんの病態の緊急度や重症度によって診察の優先順位を決定しますの
で、必ずしも来院された順番での診察とは限りません。
　また、「院内トリアージ」を実施した際は、診療に係る料金に「院内トリアージ実施料」
を計算させていただきますのでご理解のほどよろしくお願いします。
�
トリアージとは・・・
診察前に専門知識を有した看護師が症状を伺い、緊急度や重症度を判断し、より早期にケアを要する方から優先して診療する方法

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第29回：「最近、背中が曲がってきたんですが、どうしたらいいですか?」
「こんな「こんな症状症状やや疑問疑問  持持っていませんかっていませんか？？」」

院内トリアージの実施院内トリアージの実施

筋力低下に
よる変化

頸椎の過
かしんてん
伸展

胸椎後
こうわん
彎の増加

脊柱周囲の筋力低下
腰椎前彎の減少
骨盤後

こうけい
傾

股関節屈曲

膝関節屈曲

足関節背
はいくつ
屈

通常の立位
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地
域
運
動
指
導
員
は
、
平
成
18
年

か
ら
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
運
動
普
及

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
現
在
１
１
０
人
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
員
は
、「
雲
南
市
地
域
運
動

指
導
員
連
絡
協
議
会
」
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
こ
の
連
絡
協
議
会
で
は
、

会
長
・
副
会
長
を
中
心
に
定
期
的
な

会
議
や
研
修
会
を
開
催
し
て
お
り
、

指
導
員
同
士
の
交
流
や
、
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
各
地
域
の
特
徴
を
生
か

し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
日
々

健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
町
ご
と
に
「
指
導
員
連
絡

会
（
以
下
、
連
絡
会
）」
を
開
催
し
、

年
３
回
各
町
の
代
表
、
副
代
表
が
中

心
と
な
り
、
町
単
位
で
の
活
動
内
容

の
確
認
や
指
導
員
同
士
の
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
１
回
目
は
、
５
、６
月
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
町
担
当
の
保
健
師

か
ら
町
の
健
康
実
態
を
説
明
後
、
活

動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
し
、

各
町
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。
現
在

は
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
指
導
員
自
身
の
健
康
づ
く

り
や
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
指
導
に
活
用
す

る
た
め
、
毎
回
運
動
指
導
士
に
よ
る

運
動
指
導
の
ミ
ニ
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
指
導
員
の
笑
い
が
絶
え

な
い
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
来
年
度
は
、
地
域
運
動
指
導
員
の

第
７
期
生
の
養
成
講
座
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り

や
地
域
の
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
ま

せ
ん
か
。

　
ま
た
、
地
域
運
動
指
導
員
に
サ
ロ
ン

な
ど
の
集
い
の
場
に
来
て
ほ
し
い
時
に

は
、
気
軽
に
研
究
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

問い合わせ先
・・・・・・・・・・
雲南市母子健康
包括支援センター
だっこ♪

（健康福祉部　健康推進課内）
☎0854-40-1045

　保健師や母子保健コーディネーターが常駐し、妊娠前
から出産・子育てにおいて、お父さんお母さん、家族の
相談支援を行っています。相談窓口は市役所本庁舎１階
（健康推進課）に開設しています。

～知っておきたい産前産後の支援～～知っておきたい産前産後の支援～
❊産前・産後訪問サポート事業産前・産後訪問サポート事業
　産前・産後に一時的に家事や育児を必要とする世帯にサポーターが訪問し、手伝
いをしています。
　　　❖対象：妊娠中からお子さんが3歳に達する年の年度末まで（自己負担あり）
　　　❖回数：年間10回まで
❊産後ケア事業産後ケア事業（宿泊型・デイケア型）
　出産後育児などの支援が必要な方に、育児不安の解消や産後の体調回復等を目的
とした産後ケア事業を実施しています。お母さんと赤ちゃんが、病院で宿泊または
日帰りで過ごし、助産師から授乳等の育児指導や相談などを受けることができます。
　　　❖対象：産後４ヵ月未満のお子さんとお母さん（自己負担あり）
　　　❖期間：産婦さん１人につき７日間まで
❊電子母子健康手帳「雲南子育てアプリ　だっこ」電子母子健康手帳「雲南子育てアプリ　だっこ」
　妊娠中の健診記録やお子さんの成長記録・予防接種のスケジュー
ル管理ができ、市からのお知らせやイベント情報を取得できます。
　右の二次元コードからダウンロードし登録してください。

お子さんの成長に伴
い、子育ての対応も変
化します。相談やサー
ビスなど気軽に問い合
わせください。

こんにちは、

です。

206

保健師保健師保健師保健師

※この 二 次 元コードをス マートフォン などで 読 み 取ると研 究 所 ホーム ペ ージ が
   閲 覧 できます 。

※

身 体 教 育 医 学 研 究 所うん なん (☎ 0 8 5 4 - 4 9 - 9 0 5 0 )
健 康 づくりに 役 立 つ 情 報 や 、 研 究 所うん なん の 活 動 を 紹 介！

こげな
こと

しとー
ます！

研究所
うんなん

☟
文：
保健師

地
域
運
動
指
導
員
の
活
動
紹
介

～
各
町
指
導
員
連
絡
会
～

運動指導士による運動指導のミニ講座

雲南市母子健康包括支援センター「だっこ♪」

©茂富 楓
雲南市母子健康包括支援センター

イメージキャラクター
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　雲南市役所には「ようこそ　
生
い の ち

命と神話が息づくふるさと　雲
南市へ」という横断幕が掛かって
います。それを見ると、アメリカ
のある「博物館」を思い出します。
　京都の東映太秦映画村では、時
代劇の舞台で過去の日本に連れて

いかれたような雰囲気を楽しみましたが、私のふるさと
のインディアナ州の「C

コ ナ ー

onner P
プ レ ー リ ー

rairie（コナー大草原）」
でも、アメリカ中西部の過去を楽しめます。このよう
な場所は、英語で「L

リ ビ ン グ

iving H
ヒ ス ト リ ー

istory M
ミ ュ ー ジ ア ム

useum」と言い、
まさに「歴史を体験する博物館」として、インディアナ
州のホワイト・リバーという川のほとりの村の生活をさ
まざまな体験で味わえます。

【問い合わせ先】商工振興課　☎0854-40-1052【問い合わせ先】商工振興課　☎0854-40-1052

令和４年度 第１回事業創出ラボS
シ フ ト
HIFTを開始しました!!

　この博物館でインディアナの過去に触れられるのは、
「P

プ レ ー リ ー タ ウ ン

rairietown」です。1836年の集落のセットで、朝早
くから集落の用事をしながら、昔ながらの鍛冶屋、陶磁
器屋、木工所、宿屋などをリアルな舞台で体験できます。
　アメリカも日本も徐々に都会化している中、インディ
アナ州や島根県のような「田舎」と呼ばれる地域で大事
な過去を保護する努力は、尊敬されるにふさわしい取り
組みだと思います。

　新型コロナウイルスの影響などにより、さまざまな事
業分野で変革のときを迎えており、先行きが不透明な中
で、持続可能なまちづくり・継続的な事業に向け、新た
な価値創造や事業創出が求められています。
　そのような中で、企業経営の考え方をシフト（移行）し、
新たな事業構想を描く学習機会の提供や相談支援を実施
する「事業創出ラボ『SHIFT』」の講座を開催しています。
　事業創出ラボSHIFTは、市内事業者の方が話題提供者
となり、自身の事業でシフトした話や、これから新しく
取り組もうとしている事業について、参加者みんなでの
アイデア出しや、意見交換などをして取り組みのシフト
を全力応援する場です。

　 今 回 は「 あ し た
からのSHIFTを考え
る！」をテーマに、
健康の森のキャンプ
場にて実施し、22
人のさまざまな業種
の方々が参加しまし
た。
　最初にグループで事業の課題やめざしている姿につい
て意見を出し合った後、話題として多かった「人材・教
育」、「つながりづくり」、「雲南に面白いものを作ろう！」、

「〇〇探してます！」の4つのテーマに分かれ、課題を
乗り越えるためのアイデアを出し合いました。

雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

雲南市内の
チャレンジを
応援して
ください!!

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ
H
ハ ロ ー
ello U

う ん な ん
nnan!

国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

▲
 

博
物
館
で
も
、
コ
ン
サ
ー
ト

や
熱
気
球
体
験
な
ど
も
楽
し

め
る

▲ 19世紀アメリカの丸太
小屋の中

19世紀の陶磁器について
教える従業員 

▲

第10話 「歴史が息づくふるさと「歴史が息づくふるさと
インディアナ」インディアナ」

三密を避けるため、健康の森で開催

グループでアイデア出し



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 市

役
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

〝
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
〟 

 

肉
牛
の
部
で
出
品
決
定
‼

林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
０

　
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

（
肉
牛
の
部
）
の
島
根
県
最
終
選

抜
会
が
８
月
25
日
に
島
根
県
畜
産

技
術
セ
ン
タ
ー
（
出
雲
市
）
で
開

催
さ
れ
、
雲
南
市
か
ら
も
候
補
牛

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
肥
育
状
況
や
推
定

さ
れ
る
肉
付
き
な
ど
が
審
査
さ
れ

る
第
６
区
総
合
評
価
群（
肉
牛
群
）

で
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
吉
田
肥
育
セ
ン

タ
ー
飼
育
の
「
霞か

す
み

久ひ
さ

茂し
げ

４よ
ん

３さ
ん

２に

」

号
が
島
根
県
代
表
に
決
定
し
、
10

月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
に
出
品
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

就
業
構
造
基
本
調
査

広
報
広
聴
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
総
務
省
統
計
局
お
よ
び
島
根

県
・
雲
南
市
で
は
、
10
月
１
日
現

在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・

不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
統
計
法
に

基
づ
き
実
施
す
る
国
の
重
要
な
統

計
調
査
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
よ
り
便
利
に
回
答
い

た
だ
く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
簡
単

に
回
答
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
、
対

象
世
帯
に
調
査
員
が
伺
っ
て
い
ま

す
の
で
、調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
計
調
査
に
ご
協
力
を 

            

お
願
い
し
ま
す

広
報
広
聴
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

島
根
県
統
計
調
査
課

☎
０
８
５
２-

22-

５
０
７
２

　
総
務
省
統
計
局
（
島
根
県
）
で

は
、
市
内
で
家
計
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
調
査
票
（
家
計
簿
な

ど
）
の
記
入
に
よ
り
、
国
民
生
活

の
実
態
を
家
計
収
支
の
面
か
ら
明

ら
か
に
す
る
統
計
調
査
で
す
。

　
12
月
か
ら
は
木
次
町
木
次
で
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
世
帯
の
名
簿
の
作
成

や
家
計
簿
の
記
入
の
依
頼
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。波

多
温
泉
「
満
壽
の
湯
」 

　
　   

オ
ー
プ
ン
20
周
年

産
業
施
設
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
３

　
波
多
温
泉「
満
壽
の
湯
」が
オ
ー

プ
ン
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
波
多
温
泉
は
、
平
成
14
年
に

オ
ー
プ
ン
し
、
き
れ
い
な
お
湯
と

湯
舟
か
ら
一
望
で
き
る
里
山
の
風

景
が
人
気
の
温
泉
で
、
多
く
の
お

客
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
き
、
今
年

の
５
月
に
は
入
場
者
40
万
人
を
達

成
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
㈯
は
オ
ー
プ
ン
20
周

年
記
念
日
と
し
、
当
日
お
越
し
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
入
浴
無
料

サ
ー
ビ
ス
や
記
念
品
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

国
民
宿
舎
「
清
嵐
荘
」 

防
火
基
準
適
合
施
設
に
認
定

産
業
施
設
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
３

　
国
民
宿
舎
「
清
嵐
荘
」
が
、
雲

南
消
防
本
部
管
内
で
初
め
て
「
防

火
基
準
適
合
表
示
マ
ー
ク
」
を
９

月
１
日
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
マ
ー
ク
は
「
適
マ
ー
ク
」

と
も
呼
ば
れ
、
消
防
庁
が
定
め
る

防
火
基
準
を
満
た
し
て
い
る
施
設

に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
安
心
し

て
く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け
る
施
設

と
し
て
、
今
後
も
施
設
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。
口座振替の方は、 前日までに
残高を確認してください。

今月の税金
●市県民税（第３期）

●国民健康保険料（第４期）

●後期高齢者医療保険料（第４期）

納期限は10月31日（月）です。

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

広 告 枠
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お
知
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せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

自
治
会
集
会
所
建
設
事
業

費
補
助
金
の
希
望
調
査

地
域
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
次
年
度
の
自
治
会
集
会
所
の
新

築
、
既
存
の
建
物
の
購
入
、
増
改

築
お
よ
び
修
繕
に
要
す
る
経
費
に

対
す
る
補
助
金
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
希
望
調
査
票
お
よ
び
見
積

書
を
地
域
振
興
課
ま
た
は
総
合
セ

ン
タ
ー
自
治
振
興
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
提
出
締
切
日
】
10
月
28
日
㈮

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射

環
境
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
犬
を
飼
育
す
る
と
き
は
、
狂
犬

病
予
防
法
に
基
づ
き
、
犬
ご
と
に

窓
口
へ
届
け
出
を
す
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

　
併
せ
て
、
犬
の
飼
い
主
は
毎
年

４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
に

１
回
、
飼
っ
て
い
る
犬
に
狂
犬
病

予
防
注
射
を
接
種
す
る
こ
と
と
、

接
種
し
た
こ
と
を
市
へ
届
け
出
る

こ
と
も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

暮
ら
し・手
続
き

暮
ら
し・手
続
き

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
期
間
が

延
長
さ
れ
、
12
月
31
日
ま
で
の
期

間
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注

射
を
接
種
さ
せ
て
い
な
い
場
合

は
、
マ
ス
ク
な
ど
、
感
染
防
止
対

策
を
と
り
、
動
物
病
院
で
接
種
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
接
種
さ
れ
た
際
は
環
境

政
策
課
ま
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー
市

民
福
祉
課
へ
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

※�

届
け
出
が
無
い
場
合
、
注
射
に

関
す
る
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

ま
す
。

　
ま
た
、
老
齢
や
病
気
の
た
め
、

動
物
病
院
で
接
種
猶
予
の
診
断
を

受
け
ら
れ
た
場
合
、
ま
た
は
飼
い

犬
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
も
、
環

境
政
策
課
ま
た
は
総
合
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課
へ
届
け
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止 

　
　
　
対
策
事
業
補
助
金

林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
０

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め

の
、
防
護
柵
等
の
購
入
・
設
置
に

対
し
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
方

【
補
助
対
象
物
】

　
今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧

柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
・
ト
タ
ン
・
防
鳥

ネ
ッ
ト

【
補
助
率
な
ど
】

・�

資
材
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

※
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

【
事
業
費
上
限
額
】

・�

個
人
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

・�

共
同
３
戸
以
上
・
法
人�

40
万
円

・�

ク
マ
対
策
用
の
電
気
牧
柵
　

�

50
万
円

【
そ
の
他
】

・�

既
設
の
防
護
柵
を
更
新
さ
れ
る

場
合
は
不
可
。
た
だ
し
令
和
３

年
７
月
豪
雨
災
害
で
流
出
し
た

資
材
の
復
旧
に
つ
い
て
は
対
象

と
し
ま
す
。

・�

既
に
防
護
柵
な
ど
を
設
置
し
て

あ
る
場
所
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
る
有
害
鳥
獣
を

防
除
す
る
場
合
、
資
材
の
追
加

が
可
能
で
す
。

 

例
１ 

既
設
イ
ノ
シ
シ
対
策
用

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
サ
ル
対

策
用
電
気
牧
柵
を
追
加
設
置
す

る
場
合
。

�

例
２�

既
設
イ
ノ
シ
シ
対
策
用

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
シ
カ
対

策
用
電
気
牧
柵
を
追
加
設
置
す

る
場
合
。

・�

今
年
度
内
に
事
業
を
実
施
さ
れ

る
も
の
に
限
る
。

・�

左
記
提
出
書
類
は
購
入
前
に
提

出
す
る
こ
と
。

【
提
出
書
類
】

　
申
請
書
・
計
画
図
・
見
積
書

【
提
出
期
限
】

　
令
和
５
年
１
月
31
日
ま
で

令
和
５
年
度
ワ
イ
ヤ
ー 

メ
ッ
シ
ュ
設
置
事
業 

設
置
団
体
の
募
集

林
業
畜
産
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
０

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有

害
獣
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た

め
、
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対

策
交
付
金
を
活
用
し
、
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
設
置
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

【
事
業
内
容
】

　
雲
南
市
鳥
獣
被
害
対
策
協
議
会

で
一
括
購
入
し
た
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
を
、
希
望
さ
れ
る
団
体
（
集

落
・
営
農
組
織
等
）
が
自
力
で
設

置
し
、
長
期
に
わ
た
り
維
持
・
管

理
を
し
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

【
事
業
実
施
の
前
提
条
件
】

・�

受
益
農
家
が
３
戸
以
上
の
団
体

・�

受
益
農
家
が
営
農
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
団
体
内

で
農
作
物
の
作
付
け
を
継
続
す

る
こ
と

・�

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
で
囲
ん
だ

農
地
の
周
り
に
捕
獲
機
材
（
箱

わ
な
な
ど
）
を
設
置
す
る
こ
と

・�

令
和
４
年
度
に
受
け
た
被
害
状

況
の
分
か
る
写
真
を
準
備
の
う

え
、
応
募
く
だ
さ
い
。

【
設
置
団
体
の
選
定
方
法
】

　
申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

被
害
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
設
置

団
体
を
選
定
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
方
法
】

　
申
込
書
を
林
業
畜
産
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
林
業
畜
産
課
に
連

絡
さ
れ
た
団
体
に
郵
送
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

【
提
出
期
限
】
10
月
20
日
㈭
ま
で
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そ
の
他

住まいに関する助成制度

助成内容
民間賃貸住宅の居住に要する経費の1/2（上限２万円／月、子育て世帯上限３万円／月）
最大12ヵ月の補助
【制度を拡充】令和４年度から市内在住者を含めた新婚世帯を対象としました。

条件など
・市内事業所へ通勤している市外在住者
・新たに市内事業所へ就職する市外在住者
・新たに民間賃貸住宅に入居する新婚世帯

市内事業所へ通勤している市外在住の方もしくは新婚世帯で、新たに市内の民間住宅に入居する場合に、
家賃の一部助成を行います。

市内の民間賃貸住宅へお住まいをお考えの方へ うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014

助成内容 民間住宅地購入に要する経費の1/10（上限100万円）
【制度を拡充】令和４年度から上限額を拡大しました。

条件など
・子育て世帯であること
・民間住宅地の購入であること	
・所有権移転登記が完了していない土地であること

住宅の取得を目的として、宅地を購入する子育て世帯へ購入費の助成を行います。
うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014民間の住宅用宅地の購入をお考えの方へ

助成内容 島根県「しまね長寿・子育て安心住宅リフォーム助成」への上乗せ助成
対象改修費の1/3（上限30万円）

条件など
・子育て世帯を含む三世代以上が同居すること
・県の事業要件で交付決定されたもの
・市内に本社を有する法人または個人事業主の施工によること
【制度を拡充】令和４年度から市内全域が対象になりました。

三世代で同居される住宅改修に対して助成を行います。 うんなん暮らし推進課　☎0854-40-1014
三世代で同居される住居のリフォームをお考えの方へ

建築住宅課　☎0854-40-1065

助成内容 ①補強設計費の23％（上限10万円）　②補強工事の23％（上限110万円）
③補強に伴う解体工事の23％（上限50万円）

条件など ・レッドゾーン内の住宅であること
・令和５年度事業について、11月末までに事前相談を受け付けます

住宅の補強に対して助成を行います。
レッドゾーン等の危険な箇所にお住まいの方へ

助成内容 ①耐震診断費の90％（上限6万円）　　②補強計画（設計）費の50％（上限20万円）
③改修工事費の23％（上限80万円）　	④解体工事費の23％（上限40万円）

条件など
・昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

助成内容 ブロック塀の除却または建て替え工事費（限度額８万円／ｍ）の2/3
（上限26万４千円）

条件など
・通学路に面して設置されたもので安全対策が必要なもの
・市内に本社を有する法人または個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

住宅の耐震化に対して助成を行います。

ブロック塀の安全対策に対して助成を行います。

建築住宅課　☎0854-40-1065

建築住宅課　☎0854-40-1065

住まいの耐震改修などをお考えの方へ（12月末まで申請を受付けます。）
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そ
の
他

屋
外
に
看
板
や
ポ
ス
タ
ー 

    

を
設
置
す
る
皆
さ
ん
へ

都
市
計
画
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
島
根
県
で
は
良
好
な
景
観
の
形

成
等
を
目
的
に
屋
外
広
告
物
条
例

を
定
め
、
各
市
町
村
で
設
置
許
可

や
違
反
広
告
物
対
策
を
行
う
な

ど
、
必
要
な
規
制
・
誘
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
屋
外
に
看
板
や
ポ
ス

タ
ー
を
設
置
さ
れ
る
場
合
は
、
次

の
要
点
を
参
考
に
、
屋
外
広
告
物

の
適
正
な
設
置
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

場
合
も
、
次
の
要
点
を
参
考
に
安

全
点
検
を
行
い
、
屋
外
広
告
物
の

適
正
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
屋
外
広
告
物
条
例
要
点
】

⑴�

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
に
は

事
前
に
市
町
村
長
の
許
可
が
必

要
で
す
。

⑵�

屋
外
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て

面
積
や
高
さ
な
ど
に
つ
い
て
の

基
準
が
あ
り
ま
す
。

⑶�

著
し
く
破
損
し
た
も
の
や
倒
壊

の
お
そ
れ
が
あ
る
屋
外
広
告
物

は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

⑷�

屋
外
広
告
物
設
置
工
事
の
発
注

は
屋
外
広
告
業
登
録
済
み
の
屋

外
広
告
業
者
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

⑸�

禁
止
地
域
に
は
屋
外
広
告
物
を

設
置
で
き
ま
せ
ん
（
禁
止
地
域

の
例
：
第
１
種
低
層
住
居
専
用

地
域
内
、
古
墳
、
墓
地
、
火
葬

場
お
よ
び
葬
祭
場
な
ど
）。

　
以
下
の
屋
外
広
告
物
を
設
置

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・�

店
舗
、
事
業
所
の
建
物
や
敷

地
内
に
、
そ
の
名
称
や
取
り

扱
う
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
記
載

す
る
屋
外
広
告
物
（
１
敷
地

内
合
計
７
㎡
以
内
に
限
り
ま

す
）。

・�

土
地
、
建
物
の
管
理
上
の
必

要
か
ら
、
注
意
事
項
等
を
記

載
す
る
屋
外
広
告
物
（
１
敷

地
内
合
計
７
㎡
以
内
に
限
り

ま
す
）。

・�

店
舗
や
事
業
所
の
案
内
の
た

め
敷
地
外
に
設
置
す
る
屋
外

広
告
物
（
記
載
内
容
、面
積
、

高
さ
な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま

す
）。

・�

自
治
会
住
宅
案
内
図
、
主
要

な
観
光
地
の
案
内
用
広
告
物

（
記
載
内
容
、
面
積
、
高
さ

な
ど
に
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

⑹�

設
置
後
の
屋
外
広
告
物
は
、
適

切
に
補
修
を
行
う
な
ど
し
て
良

好
な
状
態
で
管
理
し
ま
し
ょ

う
。

⑺�

必
要
な
く
な
っ
た
屋
外
広
告
物

は
速
や
か
に
撤
去
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
都
市
計
画
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

島
根
県
都
市
計
画
課
景
観
Ｇ

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
１
４
３

【
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/infra/nature/keikan/
okugai/

健康づくり政策課　☎0854－40－1040

毎月１９日は 食育の日
うんなんの“食育あいうえお”

「いただきます」、「ごちそう
 さま」のあいさつをしようい

建築住宅課　☎0854-40-1065

空き家対策室　☎0854-40-1066

助成内容 ①除却費（上限97万５千円）		　②住宅の建設・購入等（上限465万円）
③土地購入費（上限206万円）　④敷地造成費（上限60万８千円）

条件など
・上記②～④については、金融機関から融資を受けた場合の利息返済額が対象
・	レッドゾーン内または勾配が30度以上で高さが２ｍを超えるがけに近接している住宅であること
・令和５年度事業について、11月末までに事前相談を受け付けます。

助成内容
幹線道路や通学路などに面した建築物で、不良住宅と判定された空き家（危険空き家）の、
解体工事費用の一部を助成
【補助率等】対象工事費の８／10×1／2（上限50万円）

条件など

・	事前申請をすること（事前申請後に市が行う調査で「不良住宅」と判定した住宅が補助対象となります）
・	主たる構造が木造であるもの
・	建物の倒壊により幹線道路や通学路などに影響を及ぼす恐れのあるもの（軒の高さが、
建築物と道路の境界線までの距離を超えているもの）
・	市内に本社または営業所を有する法人または個人事業者の施工によること　　など

住宅の移転に対して助成を行います。

危険な空き家の除却に対して助成を行います。
空き家の除却をお考えの方へ（12月末まで申請を受付けます。）
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そ
の
他

後期高齢者医療制度医療費窓口負担割合の見直し

一定以上の所得がある人の医療費の窓口負担割合が変わります

窓口負担割合が２割となる方には負担を抑える配慮措置があります

　本年２月号および７月号でもお知らせしていますとおり、10月１日から75歳以上の方など※１で一
定以上の所得がある方※２は､ 医療費の窓口負担割合が２割になります。

　10月１日から令和７年９月30日までの間は、２割負担となる方について、１ヵ月の外来医療の
窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を３千円までに抑えます（入院の医療費は対象外です）。

※１	65～74歳で一定の障がいの状態にあると広域連合から認定を受けた方を含みます。
※２	現役並み所得者（８月からの窓口負担割合が３割である人）は、10月１日以降も引き続き３割です。

問い合わせ先
島根県後期高齢者医療広域連合 ☎ ０８５２－２０－７５２６
雲南市役所市民生活課  ☎ ０８５４－４０－１０３１

今回の制度改正の背景などに関する質問は、
厚生労働省コールセンター ０１２０－００２－７１９ に問い合わせください 。
※コールセンター対応時間：月曜日～土曜日の９時～18時（日曜日・祝日・年末年始は休業）

９月30日まで 10月１日から

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一定以上の
所得のある方 ２割

１割

区分 医療費
負担割合

現役並み所得者 ３割

一般所得者
住民税非課税

世帯の方 
一般所得者

住民税非課税
世帯の方 

１割

被保険者全体
の約 ％

９月30日までの支払額 ①

窓口負担割合２割となったときの支払額 ②

負担増 ③（②－①）

窓口負担増の上限 ④
払い戻しなど（③－④）

配慮措置
１ヵ月の負担増を３千円までに
抑えます。

【
（例）

配慮措置が適用される場合の計算方法】
５千円

１万円

５千円

３千円

２千円

＊	同じ医療機関を受診して上限額を超えた場合は、上限額以上を窓口で支払わなくてよい取り扱い
がされます。
＊	複数の医療機関を受診して上限額を超えた場合は、	１ヵ月の負担増を３千円までに抑えるための
差額を高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の口座へ後日払い戻します。
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そ
の
他

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」 

予
約
貸
し
付
け
受
け
付
け
中

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

　
母
子
お
よ
び
父
子
な
ら
び
に
寡

婦
福
祉
資
金
の
予
約
貸
し
付
け
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

　
令
和
５
年
４
月
の
進
学
な
ど
を

希
望
し
て
い
る
方
で
、

・�

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

・�

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡

婦
・�

父
母
の
な
い
児
童

【
対
象
と
な
る
資
金
】

⑴ 

児
童
の
進
学
な
ど
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
貸
し
付
け
は
い
ず

れ
も
無
利
子
）

 

①
修
学
資
金  

　
高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大
学
、

大
学
院
、
高
等
専
門
学
校
ま
た
は

専
修
学
校
に
就
学
す
る
た
め
の
授

業
料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど
に

必
要
な
資
金

 

②
修
業
資
金 

　
就
職
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

 

③
就
学
支
度
資
金

　
就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要

な
入
学
金
や
被
服
な
ど
の
購
入
資

金⑵ 

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習

得
を
対
象
と
す
る
資
金
（
※
連

帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合
は
無

利
子
、
立
て
な
い
場
合
は
年

１
％
）　

 

技
能
習
得
資
金

　
就
職
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習

得
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金

【
提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
な
ど
】

　
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
貸
付
申
請
書
…
★

・�

戸
籍
お
よ
び
世
帯
全
員
の
住
民

票
・�

島
根
県
税
の
納
税
証
明
書

・�

前
年
の
収
入
額
が
確
認
で
き
る

書
類
（
児
童
扶
養
手
当
証
書
の

写
し
の
提
出
を
も
っ
て
代
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
）

・�

修
学
修
業
先
（
技
能
習
得
先
）

調
書
…
★

・�

修
学
、
修
業
の
た
め
に
必
要
な

金
額
の
分
か
る
参
考
資
料

・�

口
座
振
替
申
出
書
…
★
　
な
ど

★�

の
用
紙
は
子
ど
も
家
庭
支
援
課

に
あ
り
ま
す
。

【
予
約
貸
し
付
け
申
請
期
限
】

　
令
和
５
年
２
月
28
日
ま
で

【
注
意
事
項
】

　
島
根
県
育
英
会
な
ど
、
母
子
父

子
寡
婦
福
祉
資
金
と
の
併
給
が
で

き
な
い
奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

　
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

に
よ
る
奨
学
金
・
授
業
料
減
免
な

ど
は
、
貸
付
限
度
額
に
よ
り
給
付

額
・
減
免
額
を
控
除
し
た
範
囲
で

併
給
が
可
能
で
す
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】

子
ど
も
家
庭
支
援
課

10
月
は
里
親
月
間
で
す 

　 

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

���

～
子
ど
も
た
ち
に

             

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を
～

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　
里
親
と
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
を
自
分
の
家
へ
迎
え
入
れ
、
家

庭
的
な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め

て
養
育
し
て
い
た
だ
け
る
方
で

す
。
長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

月
に
１
、２
回
程
度
、
主
に
土
日

や
長
期
休
み
中
に
数
日
間
と
い
っ

た
短
期
間
の
家
庭
生
活
体
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
け
る
方
も
求
め
て
い

ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

出
雲
児
童
相
談
所
　

　
☎
０
８
５
３-

21-

０
０
０
７

高
齢
者
虐
待
を 

　
　
　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
う

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

ど
ん
な
こ
と
が
高
齢
者
虐
待
な
の
？

○�

身
体
的
虐
待
：
た
た
く
、
つ
ね

る
、
殴
る
、
蹴
る
　
な
ど

○�

心
理
的
虐
待
：
暴
言
、
無
視

　
な
ど

○�

介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任
（
ネ

グ
レ
ク
ト
）：
食
事
を
与
え
な

い
、
入
浴
さ
せ
な
い
、
必
要
な

介
護
や
世
話
を
し
な
い
　
な
ど

○�

経
済
的
虐
待
：
日
常
生
活
に
必

要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、
使
わ

せ
な
い
　
な
ど

○�

性
的
虐
待
：
性
的
な
嫌
が
ら
せ
、

わ
い
せ
つ
行
為
　
な
ど

こ
ん
な
こ
と
も
「
虐
待
」
で
す
！

○�

行
動
を
制
限
す
る
た
め
、
鍵
を

掛
け
て
部
屋
に
閉
じ
込
め
る
。

○�

年
金
や
預
貯
金
を
勝
手
に
使

う
。

○�

他
の
家
族
が
高
齢
者
に
虐
待
を

し
て
い
る
こ
と
を
放
置
す
る
。

○�

排
泄
の
失
敗
や
介
助
の
た
め

に
、
下
半
身
を
裸
や
下
着
の
ま

ま
で
放
置
す
る
。

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら
…

　
ま
ず
は
、
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
が
起
こ
っ
て
い
て

も
、
高
齢
者
自
身
や
家
族
に
「
虐

待
を
受
け
て
い
る
」、「
虐
待
を
し

て
い
る
」
と
い
う
自
覚
が
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
発
見
す

る
こ
と
で
、
虐
待
の
深
刻
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
連
絡
・
相

談
さ
れ
た
方
の
情
報
が
漏
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
を
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？

　
高
齢
者
虐
待
を
未
然
に
防
止
す

る
に
は
、
高
齢
者
自
身
の
悩
み
や

家
族
の
介
護
上
の
不
安
・
不
満
な

ど
を
解
消
、
軽
減
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
介
護
は
長
期
に
わ
た
る

こ
と
も
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
専
門
機
関
を
活
用
し
て
高
齢

者
、
家
族
と
も
に
無
理
な
く
生
活

し
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
介
護
や
高
齢
者
虐
待

な
ど
に
関
す
る
相
談
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
７
９
９
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そ
の
他

　

　10月から市に住所のある高齢者など対象者の皆さんにインフルエンザ予防接種を実施します。
　インフルエンザの流行は、通常初冬から春先にみられ、流行が始まると、短期間に小児から高齢
者まで膨大な数の人を巻き込むという点で普通の風邪と異なります。また、気管支炎や肺炎などを
合併し重症化することがあります。
　接種後、インフルエンザに対する抵抗力がつくまでに約２週間程度かかりますので、なるべく早
めに受けましょう。	 ※接種は義務ではありません。

　新型コロナワクチンとインフルエンザワクチンの接種間隔に制限はありません。また、同時
接種することも可能ですので、接種を希望される医療機関と相談してください。
　一方、新型コロナワクチンとインフルエンザワクチン以外のワクチンの同時接種は実施でき
ません。互いに、片方のワクチンを受けてから２週間後に接種できますので、計画を立てた上
での接種をお願いします。

対象となる方 ⇒ 接種日当日に 満65歳以上の方 ほか
市内に住民登録があり、次のいずれかの方のうち予防接種を希望する方。
　①満65歳以上の方
　②�満60歳以上65歳未満であって、心臓・腎臓または呼吸器の機能に障がいがあり身の回
りの生活に極度に制限のある方、またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に障が
いがあり日常生活がほとんど不可能な方

自己負担額 ⇒ 2,000円　 期間中１回のみ

接種当日、医療機関に支払ってください。
　※上記対象者のうち、生活保護を受けている方は無料です（受給者証明書が必要です）。
　※実施期間以外での接種は全額自己負担となりますので注意してください。

接種方法 ⇒ 事前に実施医療機関へ直接申し込み
持参するもの　○住所・氏名・年齢を確認できる物（運転免許証や介護保険証など）
　　　　　　　○自己負担金

実施期間 ⇒ 10月１日～令和５年１月31日
※接種の実施日や曜日は医療機関により異なりますので、直接問い合わせください。

【問】健康推進課　☎ 0854-40-1045

インフルエンザ予防接種65歳以上の皆さんへ

　接種当日に渡される「高齢者インフルエンザ予防接種予診票」
をよくご覧いただいたうえで必要事項を記入し、接種を受けてく
ださい。

● 新型コロナワクチンとインフルエンザワクチン ●
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そ
の
他

臓
器
移
植
普
及
推
進
月
間
・

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進
月

間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
、
10

月
10
日
は
目
の
愛
護
デ
ー
で
す
。

　
移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
第
三
者
の

方
か
ら
の
善
意
に
よ
る
提
供
か
ら

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　「
提
供
し
た
い
」、「
提
供
し
た

く
な
い
」、
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と

り
の
平
等
で
大
切
な
意
思
で
す
。

　
大
切
な
意
思
を
表
示
し
、
家
族

で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

　
☎
０
８
５
３-

22-

２
５
５
６

行
政
相
談

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
行
政
相
談
制
度
は
、
国
の
役
所

な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
そ

の
他
の
相
談
や
意
見
・
要
望
を
受

け
付
け
、
担
当
行
政
機
関
と
は
異

な
る
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
を
行
政
運
営
の

改
善
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
担
う
行
政
相
談
委
員
は
、
昨

年
、
制
度
創
設
か
ら
60
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相
談

に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
毎
年
10
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10

月
17
日
㈪
か
ら
23
日
㈰
ま
で
の
１

週
間
で
す
。

　
市
で
は
、
行
政
相
談
委
員
が
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
利
用
さ
れ
る
際
に
は
マ
ス
ク
の

着
用
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
防

止
対
策
に
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）】

大
東
町
：
藤ふ
じ

原は
ら

　
　
茂し
げ
る

加
茂
町
：
井い

田だ

　
敬け
い

三ぞ
う

木
次
町
：
高た
か

野の

　
耕こ
う

治じ

三
刀
屋
町
：
高た
か

尾お

　
正ま
さ

治は
る

吉
田
町
：
池い
け

田だ

　
昭あ
き

夫お

掛
合
町
：
松ま
つ

村む
ら

　
千ち

弘ひ
ろ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン

タ
ー
行
政
監
視
行
政
相
談
課

　
☎
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

年
金
出
張
相
談

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
出
張
相
談
で
の
年
金
手
続
き
・

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

※�

予
約
は
、
前
日
（
前
営
業
日
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
相
談
日
】
10
月
12
日
㈬

　
10
時
か
ら
14
時
45
分
ま
で

（
15
時
30
分
終
了
予
定
）

【
場
所
】

　雲
南
市
役
所
本
庁
舎
２
階
２
０

２
・
２
０
３
会
議
室

【
予
約
の
手
順
】

①�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

の
分
か
る
も
の
を
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。

②�

左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

音
声
案
内
が
流
れ
ま
す
の
で

「
１
」
の
後
に
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

④�

担
当
者
に
「
雲
南
市
役
所
で
の

出
張
相
談
予
約
」
と
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

⑤�

担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
く
だ

さ
い
。

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

相
　談

相
　談

開催場所 開設日時

大東総合センター 10月12日（水）9:30～11:30

加茂総合センター 10月18日（火）9:00～11:00

木次総合センター 10月11日（火）9:00～11:00

三刀屋総合センター 10月６日（木）9:00～12:00

掛合総合センター 10月19日（水）9:00～11:00

社会教育課　☎0854-40-1073

月16日（日）10
うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

毎月第３日曜日は

労
働
相
談
会

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
10
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争

処
理
制
度
周
知
月
間
」
で
す
。
労

働
委
員
会
で
は
専
門
家
に
よ
る
労

働
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
パ
ワ
ハ
ラ
」、「
突
然
の
解
雇
」、

「
残
業
代
が
支
払
わ
れ
な
い
」、「
勤

務
態
度
に
問
題
の
あ
る
社
員
に

困
っ
て
い
る
」
な
ど
、
職
場
の
ト

ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
専
門
家

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
10
月
30
日
㈰
10
時
か
ら
15

時
ま
で

【
会
場
】
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

【
料
金
】
無
料

【
相
談
員
】
弁
護
士
、
労
働
組
合
役

員
、
会
社
経
営
者
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
締
切
日
】
10
月
26
日
㈬

【
そ
の
他
】

　
会
場
で
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
協

力
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
労
働
委
員
会

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
４
５
０

行政相談所
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

し
、
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
受
賞

作
品
は
公
表
し
、
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
活
用
し
ま
す
。

�

令
和
３
年
度

ま
め
な
か
ね
川
柳
優
秀
作
品

す
く
す
く
部
門

　
孫
さ
そ
い
　
日
課
の
散
歩
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

脚
弾
む

き
ら
き
ら
部
門

　「
ね
ぇ
行
か
や
」

　
　
　
　
体
操
楽
し
　
友
誘
う
　

は
つ
ら
つ
部
門

　
散
歩
で
も
　
気
分
は
競
歩
の

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ダ
リ
ス
ト

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

       

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
会
員
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
会
員
要
件
】

・�

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
理
解
賛
同
し
た
方

・�
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込

書
を
提
出
し
、
理
事
会
で
承
認

を
受
け
た
方

・�

定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
て

い
た
だ
け
る
方

（
年
会
費
２
，
５
０
０
円
）

【
配
分
金
（
就
労
金
）】
働
い
た
仕

事
量
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
入
会
説
明
会
】
毎
月
１
日
、
15
日

の
２
回
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２

東
部
高
等
技
術
校 

秋
期
新
入
社
員 

　 

合
同
研
修
受
講
生
募
集

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
新
入
社
員
の
方
を
対
象
に
、「
必

要
と
さ
れ
る
人
で
あ
る
た
め
に
、

磨
く
べ
き
力
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

研
修
を
開
催
し
ま
す
。

【
受
講
料
】
１
，
２
０
０
円

【
申
し
込
み
締
切
日
】

　
10
月
７
日
㈮

◆
出
雲
会
場
　
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】
10
月
17
日
㈪
９
時
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

◆
松
江
会
場
　
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】
10
月
18
日
㈫
９
時
か
ら
16

時
ま
で

【
場
所
】
島
根
県
民
会
館

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
立
東
部
高
等
技
術
校

　
☎
０
８
５
３-

28-

２
７
３
４

市
営
・
県
営
住
宅
の 

　
　
　
　  
入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

�

◆
市
営
住
宅
な
ど
入
居
者�

【
募
集
期
間
】

　
10
月
５
日
㈬
か
ら
10
月
13
日
㈭

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
10
月
１
日
㈯
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
10
月
３
日
㈪
島
根
県
住
宅
供

給
公
社
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し

ま
す
。

【
決
定
方
法
】

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

�

◆
県
営
住
宅
、
公
社
定
住
促
進�

�

　
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

募
　集

募
　集

保
育
所
等
会
計
年
度
任
用

職
員
（
日
々
雇
用
）
募
集

子
ど
も
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
市
で
は
、
令
和
４
年
度
、
市
立

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も

園
で
、
不
定
期
に
勤
務
し
て
い
た

だ
く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
子
ど
も
政
策
課
に
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
職
種
】

・�

幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
、
保
育

教
諭

・
調
理
師

【
必
要
な
資
格
】

・
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士

（
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
可
）

・
調
理
師

【
募
集
期
間
】
12
月
23
日
㈮
ま
で

【
試
験
内
容
】
面
接
試
験

【
注
意
事
項
】

　
合
格
さ
れ
た
方
は
名
簿
に
登
録

し
ま
す
が
、
勤
務
希
望
時
間
な
ど

を
踏
ま
え
て
勤
務
を
依
頼
す
る
た

め
、
必
ず
し
も
任
用
さ
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
め
な
か
ね
川
柳
募
集

保
健
医
療
介
護
連
携
室

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
９
５

　
雲
南
市
健
康
都
市
宣
言
を
普
及

す
る
た
め
に「
ま
め
な
か
ね
川
柳
」

を
募
集
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】
こ
こ
ろ
・
休
養

　
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
取
り
組
ま
れ

た
様
子
を
ユ
ニ
ー
ク
な
五
七
五
の

句
に
し
て
応
募
く
だ
さ
い
。
　

【
応
募
期
間
】

　
10
月
３
日
㈪
か
ら
12
月
９
日
㈮

ま
で

【
応
募
資
格
】

　
市
在
住
の
方
ま
た
は
市
内
に
在

勤
・
在
学
の
方
（
個
人
・
グ
ル
ー

プ
で
の
応
募
も
可
）

【
応
募
方
法
】

　
令
和
４
年
度
成
人
健
診
（
検

診
）
し
お
り
裏
表
紙
の
応
募
ハ
ガ

キ
ま
た
は
官
製
は
が
き
に
必
要
事

項
（
川
柳
作
品
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
）
を
記
入
の
上
、

次
の
宛
て
先
へ
郵
送
し
て
い
た
だ

く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
８
５
４-

40-
１
０
４
９
）
ま
た
は
市
役
所
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
宛
て
先
（
郵
送
）】

〒
６
９
９-
１
３
９
２

雲
南
市
木
次
町
里
方
５
２
１-

１

雲
南
市
役
所
保
健
医
療
介
護
連
携

室
　
宛
て

【
応
募
要
件
】

　
応
募
者
の
自
作
で
未
発
表
の
物

に
限
り
ま
す
。

【
選
考
・
表
彰
】

　
優
秀
賞
を
選
考
し
、
令
和
５
年

３
月
ご
ろ
に
受
賞
者
に
直
接
通
知

スーパー
　  マーケット

総合センター

　市では、人口減少や高齢化が進んだ社会であっても、住み慣れた地域に住み続けられる持続可能な
まちづくりを進めるため、立地適正化計画の策定を進めています。
　この計画（案）について、市民の皆さんから意見を募集するパブリックコメントを実施します。

　募集期間内に住所、氏名、意見（様式自由）、電話番号を記入の上、持参、郵送、
FAXまたはメールで提出してください。

立地適正化計画において設定する区域・指針

　都市計画区域を対象に、人口減少下における市民の皆さんの将来にわたる生活利便性を維持すること
を目的に、生活サービス施設（商業、医療など）を維持（誘導）する区域、居住人口を維持（誘導）す
る区域について定める計画です。
　また、市内の小さな拠点と計画区域を公共交通でつなぎ、市内のどこからでも利用しやすい市街地の
形成をめざします。

雲南市立地適正化計画（案）のパブリックコメント（意見募集）

立地適正化計画とは

パブリックコメント（意見募集）

イメージ

立地適正化計画区域＝都市計画区域

誘導施設

都市機能
誘導区域

居住誘導区域

小さな拠点

【募　集　期　間】10月28日（金）17時まで（必着）
【応　募　資　格】市内に在住・在勤・在学する個人
　　　　　　　　　市内に事業所を有する法人、その他団体
【資料の閲覧場所】市役所本庁舎４階（都市計画課）、各総合センター（自治振興課）
　　　　　　　　　（※市ホームページでも閲覧可）
【意見の提出方法】①持　参：市役所本庁舎 4階（都市計画課）まで
　　　　　　　　　②郵　送：〒699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲南市建設部都市計画課　宛て
　　　　　　　　　③ＦＡＸ：0854-40-1069
　　　　　　　　　④メール：toshikeikaku@city.unnan.shimane.jp

25 市報うんなん 2022.10

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
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続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

居住
誘導区域

一定エリアにおいて人口密度を維
持することにより、日常生活の
サービスや公共交通、また地域コ
ミュニティが持続的に確保される
よう居住を維持（誘導）すべき区
域。

都市機能
誘導区域

商業・医療などの都市機能を市街
地に維持（誘導）することにより、
これら各種サービスの効率的な提
供を図る区域。

誘導施設

都市機能誘導区域ごとに、立地の
維持および誘導が必要な施設とし
て定める施設。商業施設や医療施
設など。

防災指針
居住誘導区域を中心とした災害リ
スクに対して、必要な防災・減災
対策を設定する指針。

【問】都市計画課　☎ 0854-40-1064
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

鉄
の
歴
史
村
の
講
演
会
お
よ

び
雲
南
市
た
た
ら
セ
ミ
ナ
ー

観
光
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　「
鉄
の
歴
史
村
の
講
演
会
」
と

「
雲
南
市
た
た
ら
セ
ミ
ナ
ー
　
唯

一
現
存
す
る
菅
谷
た
た
ら
山
内
」

を
開
催
し
ま
す
。

◆
鉄
の
歴
史
村
の
講
演
会

【
内
容
】

　
こ
れ
ま
で
の
菅
谷
た
た
ら
山
内

総
合
文
化
調
査
の
成
果
と
し
て
、

令
和
３
年
度
に
刊
行
し
た
最
新
の

調
査
報
告
書
に
基
づ
き
、
新
た
な

「
菅
谷
た
た
ら
山
内
像
」
を
報
告

し
ま
す
。

【
日
時
】

　
10
月
８
日
㈯
９
時
か
ら
11
時
40

分
ま
で

【
会
場
】

　
雲
南
市
商
工
会
吉
田
支
所

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

※
事
前
申
し
込
み
不
要

公
益
財
団
法
人
　
鉄
の
歴
史
村
地

域
振
興
事
業
団

　
☎
０
８
５
４-

74-

０
３
１
１

◆
雲
南
市
た
た
ら
セ
ミ
ナ
ー

　「
唯
一
現
存
す
る
菅
谷
た
た
ら

山
内
～
職
人
の
生
活
と
建
築
技
法

～
」

【
内
容
】

　
映
画
「
も
の
の
け
姫
」
に
登
場

す
る
「
た
た
ら
ば
」
の
モ
デ
ル
に

な
っ
た
菅
谷
た
た
ら
山
内
を
歩
い

て
、
人
々
の
生
活
や
建
物
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

【
日
時
】

　
10
月
８
日
㈯
13
時
か
ら
14
時
30

分
ま
で

【
会
場
】
菅
谷
た
た
ら
山
内

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
期
限
】
10
月
５
日
㈬
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

雲
南
市
た
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
　
事
務
局
（
観
光
振
興
課
）

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

企
業
と
求
職
者
と
の 

茶
話
会
＆
見
学
・
体
験
会

商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
企
業
の
採
用
担
当
者
と
膝
を
付

き
合
わ
せ
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
す

こ
と
で
、
お
互
い
の
求
め
る
人
物

像
、
仕
事
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
興
味
を
持
っ
た
企
業
へ
見
学
に

鉄の歴史村地
域振興事業団
ホームページ

雲南市たたら
セミナー
こちらからも
申し込めます

行
き
、後
日
体
験
も
可
能
で
す（
任

意
）。
※
服
装
は
自
由
で
す
。

【
対
象
者
】

　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

【
募
集
人
数
】
各
会
場
10
人

【
参
加
費
】
無
料

◆
松
江
会
場

【
日
時
】

　
10
月
６
日
㈭
13
時
か
ら
16
時
ま

で【
場
所
】
島
根
県
民
会
館

【
申
込
締
切
日
】
10
月
４
日
㈫

◆
出
雲
会
場

【
日
時
】

　
11
月
９
日
㈬
13
時
か
ら
16
時
ま

で【
場
所
】
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

【
申
込
締
切
日
】
11
月
４
日
㈮

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根
／

レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
松
江

　
☎
０
８
５
２-

61-

６
１
１
７

法
の
日
イ
ベ
ン
ト 

　
相
続
・
遺
言
相
談
会 

                   

お
よ
び
講
演
会

総
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
２
１

　
相
続
や
遺
言
に
つ
い
て
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
相
談
会
お
よ
び

講
演
会
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◆
相
続
・
遺
言
相
談
会
お
よ
び 

講
演
会
（
出
雲
地
区
）　
　
　
　
　
　

【
日
時
】

　
10
月
２
日
㈰
10
時
30
分
か
ら
15

時
30
分
ま
で

【
場
所
】
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

【
内
容
】

◇
相
談
会

　
公
証
人
、
司
法
書
士
、
法
務
局

職
員
に
よ
る
相
続
・
遺
言
の
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
（
司
法
書
士
に

つ
い
て
は
、
相
続
登
記
申
請
に
関

す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
）。

※
相
談
時
間
は
30
分
（
要
予
約
）

◇
講
演
会

●
公
証
人
に
よ
る
講
演

題
目
「
最
後
の
贈
り
物
・

安
全
安
心
な
公
正
証
書
遺
言
」

①
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

②
13
時
か
ら
14
時
ま
で

●
遺
言
書
保
管
官
に
よ
る
講
演

題
目
「
遺
言
に
つ
い
て

　
　
　
～
法
務
局
に
お
け
る
自
筆

　
　
　
遺
言
書
保
管
制
度
～
」

①
11
時
40
分
か
ら
12
時
30
分
ま
で

②
14
時
10
分
か
ら
15
時
ま
で

※�

講
演
会
は
各
２
回
行
い
ま
す

（
要
予
約
）。

【
利
用
料
】
無
料

【
申
し
込
み
】

　
予
約
制
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま

す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
お
よ
び
メ
ー

ル
に
て
問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
０
８
５
２-

32-

４
２
０
０

（
音
声
案
内「
５
」、平
日
８
時
30
分

か
ら
17
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
）

　
FAX
０
８
５
２-

32-

２
７
３
５

✉soum
u02_m

atsue_m
oj_

　
　�bal@

i.m
oj.go.jp

◆
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
相
談

会
（
雲
南
地
区
）　
　
　
　
　
　
　

【
日
時
】

　
10
月
２
日
㈰
９
時
か
ら
16
時
ま

で【
場
所
】

　
加
茂
文
化
ホ
ー
ル
ラ
メ
ー
ル

【
相
談
料
】
無
料
（
※
要
予
約
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

　（
月
、
火
、
木
曜
日
12
時
か
ら

15
時
ま
で
受
け
付
け
）

令
和
４
年
度 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興
課

☎
０
８
５
４-

43-

８
１
６
０

　
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
）
を
活
用
し
て
幡

屋
地
区
振
興
会
が
除
雪
機
２
台
と

ア
ル
ミ
ブ
リ
ッ
ジ
１
セ
ッ
ト
を
購

入
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
学
路
や
高
齢
者
宅
か
ら
幹
線

そ
の
他

そ
の
他広告募集中

ご希望の方は市役所広報広聴課へ連絡ください。
掲載内容は「雲南市市報うんなん広告掲載基準」に基づきます。 広報広聴課　☎0854-40-1015

●カラー広告
　表３（裏表紙裏）掲載
　１枠（257㎜×178㎜）60,000円／月（税込み）

●２色刷り広告
　「市役所からのお知らせ」の５段目部分掲載
　１枠（45㎜×180㎜）12,570円／月（税込み）

　半枠（45㎜× 86㎜） 8,380円／月（税込み）

市報うんなんに広告を掲載しませんか。
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お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

相

　
　談

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週月曜日、祝日の翌日

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

市立図書館
ホームページ

市立図書館の利用案内
木次図書館　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 10月の休館日10月の休館日  毎週月曜日、振替休館日：11日(火)　図書整理日：11月１日(火)
 イベント案内イベント案内  ☆よみかたりのじかん　13日（木）14:30～
　　　　　　　☆はじめの一歩のおはなし会　23日（日）14:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 10月の休館日月の休館日  毎週金曜日、10日(月・祝)　図書整理日：31日(月)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	　　　
加茂図書館　☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 10月の休館日10月の休館日  毎週木曜日、10日(月・祝)　図書整理日：31日(月)
 イベント案内イベント案内  ☆古本市　23日（日）10:00～
　　　　　　　☆おはなしチューリップと手あそび　23日（日）10:30～

※�要申し込み、詳
しくは問い合わ
せください。

※�要申し込み、詳
しくは問い合わ
せください。

▼瀬
せ
尾
お
まいこ「掬

すく
えば手

て
には」▼宮

みや
部
べ
みゆき「三

みしまやへんちょうひゃくものがたり
島屋変調百物語⑧」▼中

なか
山
やま
七
しち
里
り
「作

さっ
家
か

刑
けい

事
じ

毒
ぶす

島
じま

の嘲
ちょうしょう

笑」▼長
なが
月
つき
天
あま
音
ね
「ほどなく、

お別
わか

れです③」▼今
いま
村
むら
夏
なつ
子
こ
「とんこつ Q

キューアンドエー
＆ A」▼又

また
吉
よし
直
なお
樹
き
・ヨシタケシンスケ「その本

ほん
は」▼新

しん
川
かわ
帆
ほ
立
たて
「先

せん
祖
ぞ

探
たん

偵
てい
」▼原

はら

田
だ
ひ香

か
「財

さい
布
ふ

は踊
おど

る」▼住
すみ
野
の
よる「腹

はら
を割

わ
ったら血

ち
が出

で
るだけさ」▼桜

さく
庭
らば
一
かず
樹
き
「紅

くれない
だ！」▼新

しん
堂
どう
冬
ふゆ
樹
き
「嫌

きら
われ者

もの
の矜

きょ
持
うじ
」▼

深
ふか
緑
みど
野
りの
分
わき
「スタッフロール」▼今

いま
村
むら
翔
しょ
吾
うご
「蹴

け
れ、彦

ひこ
五
ご

郎
ろう
」▼伊

い
東
とう
�潤
じゅん
「修

しゅ
羅
ら

奔
はし

る夜
よる
」▼北

きた
方
かた
謙
けん
三
ぞう
「チンギス紀

き
⑭」▼秋

あき
川
かわ
滝
たき

美
み
「居

い
酒
ざか

屋
や

ぼったくり おかわり！③」▼知
ち
念
ねん
実
み
希
き
人
と
「祈

いの
りのカルテ②」▼年

とし
森
もり
�瑛
あきら
「N

えぬ
／A

えー
」▼本

ほん
城
じょ
雅
うま
人
さと
「にごりの月

つき
に誘

いざな
わ

れ」▼向
むこ
田
うだ
邦
くに
子
こ
「家

かぎ
業
ょう

とちゃぶ台
だい
」▼群

むれ
�ようこ「スマホになじんでおりません」▼百

ひゃ
田
くた
尚
なお
樹
き
「禁

きん
断
だん

の中
ちゅうごくし

国史」▼上
うえ
野
の
千
ち
鶴
づ

子
こ
「最

さい
期
ご
まで在

ざいたく
宅おひとりさまで機

き
嫌
げん
よく」▼アンデシュ・ハンセン「ストレス脳

のう
」▼和

わ
田
だ
秀
ひで
樹
き
「70歳

さい
の正

せい
解
かい
」▼岸

きし
見
み
一
いち

郎
ろう
「ゆっくり学

まな
ぶ」▼紫

し
苑
おん
「71歳

さい
、年

ねん
金
きん

月
つき

５万
まん

円
えん

、あるもので工
く

夫
ふう

する楽
たの

しい節
せつ

約
やく

生
せい

活
かつ
」▼ショーン・タン「いぬ」▼杉

すぎ

山
やま
経
つね
昌
まさ
「83歳

さい
、脱

だつ
サラ農

のう
家
か

の終
しゅうのうじゅつ

農術」▼栗
くり
山
やま
祐
ゆう
哉
や
�監
かんしゅう
修「新

あたら
しい登

と
山
ざん

の教
きょうかしょ

科書」▼豊
とよ
田
だ
雅
まさ
彦
ひこ
「新

あたら
しい皮

ひ
膚
ふ

の教
きょうかしょ

科書」

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができます。各館へ問い
合わせください。本の検索には、右記二次元コードの市立図書館ホームページ《蔵書検索》を利用してください。

図 書 館 だ よ り

道
路
ま
で
の
道
路
、
公
共
施
設
な

ど
の
除
雪
を
迅
速
に
行
う
こ
と

で
、
安
全
安
心
な
生
活
の
確
保
と

地
域
の
連
携
強
化
に
寄
与
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
で
地
域
社
会

の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
受
け
入

れ
る
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な

ど
が
実
施
す
る
施
設
や
設
備
の
整
備

に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。
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市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 35,963人（－50人）

世帯数･･ 13,613世帯（－14世帯）
令和４年９月１日現在（先月比）

女　性･･ 18,613人（－25人）

男　性･･ 17,350人（－25人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

　掲載している各種イベント・教室などについて、新型コロナウ
イルスの感染拡大防止、感染予防のため中止・延期となる可能性
があります。開催などの詳細は各問い合わせ先に確認ください。

第９回 健康ウォーキング大会
 と　き  10月23日（日）8:30　受付スタート
 ※少雨決行
 ところ  サンワーク木次

サンワーク木次を出発、斐伊川堤防桜並木道を
通るコース（①7.4kmまたは②4.2km）を歩
きます。

 参加料  500円（おろち湯ったり館入浴券付き）
　　　　（※要申し込み）
 後　援  雲南市ウォーキング協会

 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

第７回 加茂よっといで祭り
 と　き  10月23日（日）10:00～15:00
 ところ  加茂交流センター周辺
よっといでマルシェ、よっといで！キッズパーク（子
ども向けイベントエリア）、作品展示など
　【問】加茂よっといで祭り実行委員会
 （加茂総合センター自治振興課内）☎0854-49-8601

第18回 ななかまどフェスタ
 と　き  10月30日（日）10:00～13:00（予定）
 ところ  吉田町吉田地内
　【問】ななかまどフェスタ実行委員会事務局
 （吉田総合センター自治振興課内）☎0854-74-0211

さくらおろち湖祭り2022
尾原ダム10周年記念行事も同日開催

 と　き  10月16日（日）10:00～15:00
 ところ   島根県さくらおろち湖周辺スポーツ競技施設

「ボート競技施設」駐車場
　　　【問】さくらおろち湖祭り実行委員会事務局
 （NPO法人さくらおろち内）☎0854-48-9050

　中止のお知らせ　
🍂🍂大東よいとこ祭
　【問】大東よいとこ祭実行委員会事務局
 （大東総合センター自治振興課内）☎0854-43-8160
 
🍂🍂みとやっこまつり
　【問】みとやっこまつり実行委員会事務局
 （三刀屋総合センター自治振興課内）☎0854-45-2111
 
🍂🍂掛合町ふるさとまつり
　【問】掛合町ふるさとまつり実行委員会事務局
 （掛合総合センター自治振興課内）☎0854-62-0300

柔軟性を高めるストレッチ
＆セルフケア教室

 と　き  10月10日（月・祝）14:00～15:00
 ところ  サンワーク木次（多目的ルーム）
 参加料  1,000円
 持ち物  フェイスタオル２枚・飲み物
 定　員  10人（※要申し込み）

 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

◀

市内の秋祭り情報市内の秋祭り情報


